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国語Ａ（知識・技能に関する問題） 小 6…全国平均とほぼ同じです。
中 3…全国平均をやや下回っています。

国語Ｂ（活用に関する問題） 小 6…全国平均をやや下回っています。
中 3…全国平均を大きく下回っています。

算数Ａ（知識・技能に関する問題）数学Ａ
小 6…全国平均をやや下回っています。
中 3…全国平均を大きく下回っています。

算数Ｂ（活用に関する問題）数学Ｂ
小 6…全国平均を下回っています。
中 3…全国平均を大きく下回っています。

（月曜日～金曜日の平均時間）
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　以上の結果をグラフで見てみましょう。

　それではこの原因を探るために、学習状況面の学習習慣の結果を見てみましょう。

平
成
20
年
度
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」の
結
果

小中学生ファイト！

　

平
成
20
年
４
月
22
日
、
全
国
の
小
学
校
６
年
、
中
学
校
３
年
約
２
３
０
万
人
を
対
象
に
し
た
「
全
国
学
力
・  

学
習
状
況
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
力
面
で
は
、
国
語

と
算
数
（
数
学
）、
学
習
状
況
面
で
は
、
生
活
習
慣
・
学
習
習
慣
に
つ
い
て
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で
は
、
10
月
号
と
11
月
号
の
２
回
に
分
け
て
本
調
査
に

つ
い
て
の
結
果
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
今
月
号
で
は
学
力
面
の
結
果
に
つ
い
て
志
布
志
市
の
児
童
、
生
徒
を
全
国
と
比
較
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ１　どんな調査なの？
　学力面の調査は知識面を調べる問題（Ａ問題）と活用面を調べる問題（Ｂ問題）に分か
れています。知識面の問題（Ａ問題）は、いわゆる知識としてどれだけ子どもたちに定着
しているかを図る調査で、活用面の問題（Ｂ問題）は、その知識を生活面においてどれだ
け発揮し、活用できるかを図る調査です。

Ｑ２　全国の結果はどうだったの？
　昨年度の結果と同様、日本の小学生、中学生は知識面については、ある程度の学力が定
着していますが、活用したり応用したりする面においては劣っているという結果が出まし
た。簡単に言うと、覚えた知識を生活で生かしていないということです。
　これは 2003 年に経済協力開発機構（OECD）が行った国際学習到達度調査（PISA）によ
り明らかになった読解力や文章表現力の低下及び、応用面が劣るという結果を裏付けるも
のとなりました。

Ｑ３　志布志市の子どもたちの学力はどうなの？
　残念ながら良いとは言い切れません。特に、知識面より活用面が、小学校より中学校が
低い傾向にあります。以下が結果の概要です。

イラストはイメージです。本文とは関係ありません。

Ｑ４　なぜこのような結果になったのでしょうか？
　志布志市の子ども達の算数（数学）や国語の学習に対する意識は、多少の違いがありますが、ほぼ全国平均と同
じです。「好き」あるいは「どちらかと言うと好き」と答えた子どもが、半数以上で、特に苦手意識をもっている
子どもが多いわけではありません。
　しかし、学校外での学習時間がやや少ないようです。学習時間が多ければ必ず学力が向上するというわけではあ
りませんが、十分な予習や復習の時間の確保は大切です。
　また、学習の成果を高めるためには、学習の量とともに質とのバランスが大切です。学校においては学力の向上
を図るための授業改善を図るとととに、家庭における学習方法の工夫も必要となります。
　平日にテレビやビデオ・ＤＶＤを見たり、聞いたりする時間は、ほぼ全国平均と同じです。小学生も中学生も、
３時間以上が全体の４割を越えています。学習の時間を確保するためにも、少し減らす必要がありそうです。各家
庭で子どもたちと約束をすることも効果的です。

（月曜日～金曜日の平均時間）

全
く
し
な
い

30
分
未
満

30
分
〜
１
時
間

１
〜
２
時
間

２
〜
３
時
間

３
時
間
以
上

割
合（
％
）

　テレビやビデオを見る時間は？
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通
山
海
岸
緑
化
推
進
地
域
活
性
化
対
策

協
議
会
は
、
当
初
、
通
山
地
区
防
災
対
策

協
議
会
と
し
て
平
成
12
年
12
月
に
発
足
し

ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
海
岸
の
砂
浜
が
浸
食
さ

れ
、
砂
浜
の
部
分
が
昭
和
30
年
代
の
３
割

程
度
に
な
り
、
し
か
も
「
浜
崖
」
が
い
た

る
と
こ
ろ
に
発
生
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
付

近
住
宅
に
被
害
が
及
ぶ
と
い
う
懸
念
か

ら
、
沿
岸
の
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
防
災

対
策
の
活
動
を
は
じ
め
た
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
以
前
は
約
５
㌶
に
１
２
０
０
本

程
の
松
林
が
あ
り
ま
し
た
が
、
松
く
い
虫

の
発
生
が
主
な
原
因
で
、
松
が
次
々
と
枯

れ
だ
し
、
現
在
そ
の
数
は
６
０
０
本
程
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
松
林
の
復
元
を
し
よ
う
と
、
平
成

19
年
４
月
、
緑
化
推
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
を
導
入
す
る
た
め
名
称
を
現
在
の

も
の
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
組
織
に
は
通
山
、
上
通
山
、
押

切
東
、
押
切
西
の
４
つ
の
自
治
会
が
所
属

し
、
自
治
会
住
民
全
員
が
会
員
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

会
長
の
福
留
臣
雄
さ
ん
は「
私
た
ち
が
、

子
ど
も
の
こ
ろ
は
松
林
が
生
い
茂
っ
て
い

て
、
昼
間
で
も
薄
暗
い
ほ
ど
で
し
た
」
と

話
し
、
地
域
住
民
は
松
林
の
減
少
に
大
き

な
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
は
海
岸
の
す
ぐ
近
く
ま
で
住

宅
が
あ
り
、
松
林
が
消
滅
す
る
と
防
風
林

が
な
く
な
り
、
台
風
が
上
陸
す
る
と
大
き

な
被
害
が
心
配
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　

志
布
志
市
誕
生
以
前
も
松
林
の
復
活
の

要
望
は
地
域
住
民
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、

保
安
林
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
対
策
が
な

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

合
併
を
機
に
、
松
林
の
整
備
に
つ
い
て

市
に
要
望
書
を
提
出
し
、
地
域
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
た
「
共
生
・
協
働
」
に
よ
る

事
業
の
取
り
組
み
と
し
て
60
万
円
の
市
単

独
補
助
事
業
が
採
択
さ
れ
事
業
に
着
手
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
の
協
力
に
よ
り
地
域
協
議

会
が
事
業
主
体
と
な
っ
た
森
林
環
境
税
関

係
事
業
（
地
域
森
林
環
境
づ
く
り

促
進
事
業
）
が
採
択
と
な
り
、
現

在
約
５
㌶
の
松
林
の
う
ち
約
半
分

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
林
を
維
持
す
る
に
は
常
に
林

床
を
低
栄
養
か
つ
明
る
い
条
件
に

維
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
か

つ
て
、
こ
の
地
域
で
は
松
林
の
落

葉
落
枝
は
広
く
燃
料
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現

在
そ
れ
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
た

め
、
松
林
が
減
少
す
る
の
は
当
然

で
あ
り
、
松
く
い
虫
の
被
害
は
そ

れ
を
加
速
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
の

考
え
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
は
松
林
に
は
様
々

な
野
鳥
が
生
息
し
て
い
ま
し
た

が
、
松
く
い
虫
の
農
薬
散
布
に
よ

り
松
く
い
虫
の
天
敵
の
野
鳥
が
姿

を
消
し
、
被
害
が
拡
大
し
た
と
の

専
門
家
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
協
議
会
で
は
松
だ
け
で
な
く

様
々
な
種
類
の
木
を
植
栽
し
、
小
鳥
が
住

め
る
森
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
に
は
財
源
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

補
助
事
業
が
採
択
さ
れ
て
も
苗
の
購
入
資

金
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
が
、
植
栽
等
に
は

地
域
の
住
民
が
「
自
分
た
ち
の
住
む
所
は

自
分
た
ち
で
守
ろ
う
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
大
勢
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

資
材
、
技
術
、
労
力
と
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
会
員
の
持
ち
寄
り
（
提
供
）
で
活
動
し

て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
地
域
の
連

携
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

■問い合わせ先　企画政策課地域政策係　Tel	474-1111（内線 252・256）

緑化対策の事業内容

海岸緑化推進事業（市単独補助事業）
平成 19 年 11 月
植栽樹木 190 本（ウバメガシ、ユ
ズリハ、クロガネモチ等）

環境税関係事業
（地域森林環境づくり促進事業）
平成 20 年３月
植栽樹木 559 本（抵抗性松、ウバ
メガシ、ユズリハ、クロガネモチ、
マテバシイ、アラカシ、シイ、タブ、
ヤマモモ、サザンカ）

Ｑ５　私たち志布志市の大人と子どもはこれから何をすればいいの ?
　以上のことから、学力が思うように上がらないのは、勉強することへの興味・関心や学習時間の少なさが原因の
一つと考えられます。教育委員会や学校も、学力が上がるよう、分析をすすめ、さらに授業改善に取り組んでいき
ます。地域、家庭でも家庭学習の時間の確保をお願いします。
　最後に、学力向上へ向けてのこれからの取組についてまとめてみます。

小中学生ファイト

学
校
は

１　基礎・基本の定着のため のドリルの時間を確保しましょう。
２　生活との関連を図り、体験的な学習をより一層充実しましょう。

家
庭
は

１　小学生は 60 分、中学生は 90 分の家庭学習の時間の確保を徹底しましょう。
２　目標を持ち、学習の意欲を高めるために、子どもの将来の夢について、語り
　　合いましょう。

 

子
ど
も
は 

１　授業が学習の基本です。何事にも精一杯取り組みましょう。
２　時間と内容を決めて予習・復習に取り組みましょう。
３　将来の夢を持ちましょう。

地
域
は

１　地域の行事に子どもたちを参加させ、地域で子どもたちを育てる雰囲気を作
　　りましょう。
２　学校の授業はいつでも参観自由です。気軽に子どもたちの様子を参観しましょう。

観光特急列車
「はやとの風」は、九州新幹線開業に伴ってできた新しい特急列車です。通

常は肥薩線経由で鹿児島中央駅と吉松駅の間を走行しています。

黒くピカピカに光る外観や、木材をふんだんに利用した温もりのある内装な

ど、全体的に漂うレトロな雰囲気は旅行者の間でも大変人気があります。

車内の中央部にある展望スペースなども、　「はやとの風」ならでは。ゴージャ

スな旅の雰囲気をぜひ楽しんでください。

はやとの風を写真に残そう
　同日、12:50 ～ 15:00 まで志
布志駅に「はやとの風」が停車
予定です。記念に写真を残して
みませんか？カメラを持ってお
越しください。

■開催日　平成 20 年 11 月 15 日（土）　 ■乗車駅　志布志駅（10:30 までに集合してください）
■募集人員　 30 人　　　　　　　　　　 ■参加費　無料！（事前の申し込みが必要です）
■申込締切　平成 20 年 10 月 31 日（金）までに、下記の電話番号までお申し込みください。
    ※申込は、先着順とさせていただきますので、定員になり次第締め切ります。ご了承ください。
■行程　志布志駅（10:39 発）→南郷駅（11:28 着）　南郷駅（11:54 発）→志布志駅（12:49 着）
 ※途中下車はできません。

■お申し込み・お問い合わせ
　JR日南線利用促進連絡協議会（志布志市役所企画政策課内）
　　　　　　　　　　　　　　　℡474-1111（内線254）

＋はやとの風
を写真に残そ

う！

平成 20 年度「全国学力・学習状況調査」の結果

�　市報しぶし■ 2008.10

みんなでつくる共生・協働・自立のまちづくり
通
山
海
岸
緑
化
推
進
地
域
活
性
化
対
策
協
議
会

植林を終えての記念写真

事業について話す福留会長

枯れた松の木に代えて様々な種類の木を植栽しました
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市
職
員
研
修
で
セ
ク
ハ
ラ
を
考
え
る

　

８
月
22
日
、
鹿
児
島
労
働
局
雇
用
均
等

室
長
の
杉
田
由
美
子
さ
ん
に
よ
る
「
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
づ

く
り
の
た
め
に
」
と
題
し
た
職
員
研
修
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
日
常
生
活
の
中
で
認
識
し
て

い
な
か
っ
た
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
具
体
例
や
影
響
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
セ
ク
ハ
ラ
を
し

て
い
る
人
は
、
自
覚
が
な
い
」
な
ど
の
感

想
や
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

不
快
に
さ
せ
る
性
的
な
言
動
は
、
す
べ

て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な

り
、
男
女
が
お
互
い
の
人
格
を
尊
重
す
る

意
識
を
持
つ
こ
と
が
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

立
派
な
緑
門
が
お
目
見
え　

安
楽
小

　

９
月
28
日
、
安
楽
小
学
校
「
お
や
じ
の

会
（
児
玉
祥
一
郎
会
長
）」
は
、
同
小
の

第
62
回
秋
季
大
運
動
会
に
向
け
、
杉
の
葉

で
伝
統
の
緑
門
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
お
や
じ
の
会
」
は
、
今
年
で
発
足
11

年
目
を
迎
え
、
活
動
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
を
側
面
か
ら
支
え
て
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
で
あ
る
緑
門
づ
く
り
は
、
今
回
で
10
年

目
を
迎
え
、「
お
や
じ
の
会
」
の
恒
例
行

事
（
活
動
）
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

例
年
は
、
前
日
に
作
成
す
る
緑
門
で
す

が
、
運
動
会
気
分
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、

今
年
は
１
週
間
早
い
お
披
露
目
と
な
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
立
派
な
緑
門
を
見

上
げ
、
そ
の
大
き
さ
と
見
事
な
出
来
上
が

り
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

高さ 6㍍の立派な緑門とおやじの会と職員のみなさん

無
事
故
を
願
っ
て
１
０
０
０
人
立
哨

　

９
月
22
日
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
間
に
あ
わ
せ
て
恒
例
の
「
１
０
０
０
人

街
頭
立
哨
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

権
現
橋
か
ら
菱
田
橋
東
交
差
点
ま
で
の

国
道
２
２
０
号
線
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
の

区
間
に
学
校
や
自
治
会
、
企
業
団
体
の
皆

さ
ん
１
８
０
０
人
余
り
が
、
沿
道
か
ら
ド

ラ
イ
バ
ー
や
通
学
す
る
児
童
・
生
徒
に
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
の
パ
レ
ー
ド
は
志
布
志
警

察
署
で
の
出
発
式
の
あ
と
パ
ト
カ
ー
の
先

導
で
「
交
通
事
故
無
く
し
隊
」
の
オ
ー
ト

バ
イ
な
ど
が
道
路
を
走
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー

や
沿
道
の
方
た
ち
に
交
通
安
全
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
今
後
も
交
通
安
全
へ
の

取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。。

子どもたちも手を振って交通安全を呼びかけました

ラジオ放送のご案内
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い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
・
・
・

　

９
月
に
は
敬
老
の
日
も
あ
り
、
市
内
各

地
の
自
治
会
な
ど
で
敬
老
の
お
祝
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
９
月
３
日
、
市
内
の
最
高

齢
と
白
寿
の
方
を
市
長
・
議
長
が
訪
問
し
、

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
で
は
、
９
月
１
日
現
在
、
65

歳
以
上
の
方
１
万
３
１
５
人
が
生
活
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
総
人
口
の
29
・
６

㌫
で
す
。
ま
た
、
１
０
０
歳
以
上
の
方
は

15
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

市
の
最
高
齢
者
は
松
山
町
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
や
っ
ち
く
の
盛
田
ツ
子ね

さ
ん

で
明
治
38
年
生
ま
れ
、
１
０
３
歳
で
す
。

　

市
の
発
展
の
基
礎
を
創
ら
れ
た
高
齢
者

の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
お
元
気
で
長
生
き

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

家
族
経
営
協
定
書
へ
調
印

　

９
月
29
日
、
市
役
所
別
館
で
家
族
経

営
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
農
業
は
家
族
経
営
が
大
多
数

で
、
家
族
だ
か
ら
こ
そ
の
良
い
点
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
経
営
と
生
活
の

境
目
が
明
確
で
な
く
、
各
世
帯
員
の
役

割
や
労
働
時
間
、
労
働
報
酬
な
ど
の
就

業
条
件
が
曖
昧
に
な
り
や
す
く
、
そ
こ

か
ら
様
々
な
不
満
や
ス
ト
レ
ス
が
生
ま

れ
が
ち
で
す
。

　

農
業
経
営
を
経
営
主
だ
け
で
な
く
、

配
偶
者
や
後
継
者
に
と
っ
て
も
、
魅
力

的
で
や
り
甲
斐
の
あ
る
も
の
に
す
る
た

め
、
家
族
全
員
が
意
欲
と
生
き
が
い
を

も
っ
て
農
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
農
業

経
営
の
や
り
方
や
報
酬
、
休
日
、
生
活

上
の
諸
事
項
な
ど
に
つ
い
て
取
り
決
め

を
行
い
、
家
族
一
人
ひ
と
り
が
役
割
と

責
任
を
明
確
に
し
、
意
欲
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
環
境
を
構
築
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
本
田
市
長
を
は
じ
め
農
業

委
員
会
長
、
Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ
ら
組
合
長
、

曽
於
畑
地
か
ん
が
い
農
業
推
進
セ
ン

タ
ー
所
長
の
立
会
い
の
も
と
、
9
組
の

農
家
が
協
定
の
締
結
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
印
後
は
、
各
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
今

後
の
農
業
経
営
に
つ
い
て
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

　

こ
の
経
営
協
定
を
契
機
に
志
布
志
市

の
農
業
が
さ
ら
な
る
発
展
を
す
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

今回経営協定の締結を行った家族と関係者のみなさん

【お詫び】9 月号の「まちの話題」8 ページで紹介したボランティアまつりを開催の中で、活動事例を発表した尚志館高等学校医療福
　　　　  祉課の下渡美穂さんの氏名に誤りがありました。お詫びのうえ訂正いたします。

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

　

９
月
14
日
、市
青
年
団
連
絡
協
議
会（
堀

口
義
仁
会
長
）
主
催
に
よ
る
第
２
回
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
in
し
ぶ
し
～
恋
の

収
穫
祭
・
実
り
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
～

が
、
ダ
グ
リ
海
水
浴
場
と
串
間
市
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
男
女
合
わ
せ
て
20
人
の
参
加

が
あ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
ス
イ

カ
割
り
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

等
を
楽
し
み
ま
し
た
。
カ
ッ
プ
ル
も
誕
生

し
、参
加
者
か
ら
は
「
楽
し
く
参
加
で
き
、

楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
た
」「
ま
た
参
加

し
て
み
た
い
」等
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
堀
口
会
長
は
「
企
画
か
ら
運

営
ま
で
大
変
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

パーティーの運営をする青年団員

子
ど
も
た
ち
に
ち
り
め
ん
の
寄
付

　

９
月
29
日
、
㈲
堤
水
産
の
堤
賢
一
代
表

取
締
役
と
妻
の
京
子
さ
ん
が
市
役
所
を
訪

れ
、
志
布
志
湾
で
獲
れ
た
「
ち
り
め
ん
」

10
㌕
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
10
月
４
日
が〝
ち
り
め
ん
の

日
〟と
い
う
こ
と
で
、
今
年
初
め
て
堤
水
産

と
県
機
船
曳
網
協
議
会
が
子
ど
も
た
ち
に
、

自
然
の
恵
み
た
っ
ぷ
り
の
ち
り
め
ん
を
食

べ
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
こ

の
ち
り
め
ん
は
10
月
20
日
の
給
食
の
献
立

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

堤
取
締
役
は
「
地
元
で
獲
れ
た
安
心
で

安
全
な
食
べ
物
を
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
て

も
ら
い
た
い
。
今
後
も
寄
付
は
続
け
て
い

き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
心
温
ま
る

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

子どもたちに志布志湾で獲れたちりめんのプレゼント

志布志地区の盛田ミヤコさん宅でのお祝いの様子

参加者はセクハラについて再認識しました
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第
31
回
全
国
Ｊ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

Ｏ

Ｃ
で
活
躍

　

８
月
26
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、
東
京
辰

巳
国
際
水
泳
場
で
開
催
さ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
に
志
布
志
ド
ル
フ
ィ
ン

ズ
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
５
人
の
選
手
が
出

場
し
、
志
布
志
中
学
校
２
年
の
山
口
観
弘
さ

ん
が
１
０
０
㍍
・
２
０
０
㍍
の
平
泳
ぎ
で
優

勝
す
る
な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
山
口
観
弘
さ
ん
は
、
１
０
０

㍍
で
は
大
会
新
記
録
、
２
０
０
㍍
で
は
中

学
新
記
録
を
樹
立
す
る
な
ど
多
く
の
大
会

関
係
者
や
全
国
の
指
導
者
か
ら
驚
き
と
賞

賛
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
指
導
を
行
う
大
脇
雄
三
代

表
は「
多
く
の
方
の
応
援
を
励
み
に
、チ
ー

ム
一
丸
と
な
り
更
に
大
き
な
目
標
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
」と
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。
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「
に
ん
げ
ん
」
み
た
い
な
な
す
び

　

志
布
志
町
安
楽
の
宮
内
春
芳
さ
ん
の
家

庭
菜
園
で
「
人
間
の
足
」
に
も
見
え
る
二

股
の
ナ
ス
が
収
穫
さ
れ
近
所
の
話
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

宮
内
さ
ん
は
、
近
く
に
住
む
孫
を
喜
ば

そ
う
と
家
庭
菜
園
で
、
夏
場
は
キ
ュ
ウ
リ

や
ス
イ
カ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

珍
し
い
ナ
ス
の
形
に
孫
の
颯そ

う
や也
ち
ゃ
ん

も
「
な
ん
だ
か
歩
き
出
し
そ
う
」
と
頻
繁

に
、
観
察
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

孫
の
喜
ぶ
顔
に
収
穫
の
時
期
を
逸
し

て
、
硬
く
な
り
す
ぎ
、
食
卓
に
上
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
「
お
腹
に
は
入

ら
な
か
っ
た
け
ど
、
変
わ
っ
た
形
を
皆
に

喜
ん
で
も
ら
え
て
良
か
っ
た
」
と
宮
内
さ

ん
は
満
足
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

珍しい形のナスに大喜びの宮内颯也ちゃん

大
き
な
カ
ボ
チ
ャ
が
で
き
ま
し
た

　

通
山
小
学
校
で
は
、
６
月
に
近
所
の
方

か
ら
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
（
ア
ト
ラ
ン

チ
ッ
ク
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
）
の
苗
を
６
本
頂

き
、
３
年
生
か
ら
５
年
生
の
児
童
が
そ
れ

ぞ
れ
栽
培
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

こ
の
カ
ボ
チ
ャ
は
重
さ
が
１
０
０
㌔
を

超
え
る
こ
と
も
あ
る
品
種
で
す
が
、
天
候

不
順
な
ど
で
同
小
で
は
４
年
生
の
も
の
を

残
し
て
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

９
月
４
日
に
収
穫
さ
れ
た
カ
ボ
チ
ャ

は
、
重
さ
が
21
㌔
と
20
㌔
と
い
う
大
き
さ

で
、
同
小
の
廊
下
に
飾
っ
て
あ
り
、
来
客

者
等
が
珍
し
そ
う
に
眺
め
て
い
ま
す
。

　

収
穫
を
喜
ぶ
稲
森
み
ず
き
さ
ん
は
「
私

よ
り
重
そ
う
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
来

年
は
50
㌔
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
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高
校
総
体
弓
道
団
体
で
３
位
入
賞

　

埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
た
平
成
20
年
度
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）
で
、
７
月
28
日
か
ら
31
日
に
か
け

て
行
わ
れ
た
弓
道
団
体
の
部
に
岩
川
高
等

学
校
弓
道
部
の
川
上
朋
弥
さ
ん（
松
山
町
）

が
、出
場
し
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

川
上
さ
ん
は
同
校
弓
道
部
の
部
長
と
し

て
部
員
と
と
も
に
朝
夕
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
向
け
て
、
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。
大
会

で
は
、予
選
を
１
位
で
通
過
し
、決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
は
準
決
勝
で
敗
れ
ま
し
た
が
、

３
位
決
定
戦
で
は
見
事
勝
利
し
ま
し
た
。

　
「
先
に
行
わ
れ
た
九
州
大
会
に
は
、
体

調
を
崩
し
出
場
で
き
な
か
っ
た
た
め
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
て
活
躍
で
き
た
の
は

大
変
嬉
し
か
っ
た
」
と
川
上
さ
ん
は
話
し

て
い
ま
し
た
。

3 位入賞した岩川高等学校弓道部（川上さん写真左）

中
学
生
が
高
齢
者
と
ふ
れ
あ
い

　

９
月
４
日
、
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
で
高

齢
者
学
級
『
宇
の
花
』
の
参
加
者
12
人
と

宇
都
中
学
校
３
年
１
組
の
生
徒
27
人
と
の

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
総
合
的
な
学
習
で
行
っ
た
も

の
で
、
同
校
で
は
、
１
学
期
に
は
乳
児
と

の
ふ
れ
あ
い
を
行
う
な
ど
福
祉
に
つ
い

て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

交
流
会
で
は
、
小
野
吉
光
さ
ん
の
宇
都

鼻
の
昔
に
つ
い
て
の
講
演
な
ど
が
行
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
第
二
次
世
界
大
戦
の

戦
時
中
の
話
な
ど
を
興
味
深
そ
う
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

昔
の
遊
び
の
体
験
や
竹
で
水
鉄
砲
を
作
る

な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

一緒に歌を歌う宇都中学校の生徒

体
育
祭
で
伝
統
芸
能
を
披
露

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
市
内
各
地
で
運
動
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
９
月
21
日
に
開
催

さ
れ
た
出
水
中
学
校
の
体
育
祭
で
は
、
恒

例
の
郷
土
芸
能「
て
べ
し
」「
棒
踊
り
」が
披

露
さ
れ
地
域
の
方
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
て
べ
し
（
手
拍
子
）」「
棒
踊
り
」
は
、

春
の
花
見
の
時
期
に
、
稲
の
豊
作
を
祈
願

す
る
た
め
に
、
上
出
水
集
落
に
伝
わ
る
郷

土
芸
能
で
、
同
校
で
は
、
毎
年
、
上
出
水

集
落
の
指
導
者
の
方
々
を
講
師
と
し
て
招

い
て
、
熱
心
な
指
導
の
も
と
で
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
郷
土
芸
能
「
て
べ
し
」「
棒
踊
り
」

は
、
30
年
以
上
も
前
か
ら
体
育
祭
の
伝
統

行
事
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
男
子
生
徒
６

人
を
中
心
に
女
子
生
徒
も
参
加
し
て
披
露

し
て
い
ま
す
。

地域の方の生演奏で「てべし」を披露する出水中生徒

出場した選手の皆さんと大脇代表

意
見
発
表
で
全
国
大
会
へ
！

　

８
月
21
日
、
22
日
に
鹿
屋
市
で
「
九
州

学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
発
表
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、意
見
発
表
・

食
料
部
門
で
鹿
屋
農
業
高
校
２
年
、
野
迫

昌
平
さ
ん
（
出
水
中
卒
）
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

野
迫
さ
ん
は
、
市
内
で
鶏
５
万
羽
を
飼

う
農
家
の
後
継
者
で
「
お
い
し
い
鶏
肉
を

作
り
た
い
」
と
題
し
た
意
見
発
表
を
行
い

「
飼
料
代
や
燃
料
代
の
高
騰
に
負
け
な
い

強
い
農
業
を
目
指
し
た
い
」
と
将
来
に
対

す
る
強
い
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
受
賞
に
つ
い
て
は
「
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。
全
国
大
会
で
は
九
州
代

表
と
し
て
頑
張
り
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

10
月
21
日
か
ら
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

意見発表・食料部門で全国大会に出場する野迫さん（左）

大きなカボチャの収穫を喜ぶ 4 年生の児童

う
な
ぎ
の
放
流
を
し
ま
し
た

　

９
月
20
日
、株
式
会
社
キ
ュ
ウ
ト
ク（
久

徳
義
朗
代
表
取
締
役
）に
よ
る
う
な
ぎ
の
放

流
会
が
、
下
野
井
倉
の
菱
田
川
沿
い
で
行

わ
れ
、
近
所
や
同
社
の
子
ど
も
た
ち
20
人

が
約
１
０
０
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
放
流
会
は
同
社
が
川
沿
い
の
市
道

の
改
良
工
事
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
工
事

現
場
の
近
隣
の
お
礼
と
環
境
保
全
、
水
産

資
源
の
確
保
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

放
流
さ
れ
た
う
な
ぎ
は
、
近
く
に
あ
る

有
明
淡
水
と
楠
田
淡
水
の
提
供
に
よ
る
も

の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
う
な
ぎ
に

驚
き
な
が
ら
、
川
に
放
し
て
い
ま
し
た
。

　

久
徳
取
締
役
は「
こ
の
放
流
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
に
は
、
環
境
問
題
に
も
興
味

を
持
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

子どもたちは 1 匹ずつうなぎの放流を行いました
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市
内
出
身
の
渡
瀬
恵
美
子
さ
ん
が

メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー

　

志
布
志
町
志
布
志
出
身
の
渡
瀬
恵
美
子

さ
ん
が
所
属
す
る
本
格
派
女
性
ヴ
ォ
ー

カ
ル
・
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｍ
」
が
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ

系
「
ア
ナ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー

マ
の
入
っ
た
デ
ビ
ュ
ー
Ｃ
Ｄ
「Sing a 

song forever

」
を
発
表
し
、
メ
ジ
ャ
ー

デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

渡
瀬
さ
ん
は
中
学
卒
業
と
同
時
に
歌
手

を
志
し
て
上
京
し
ま
し
た
。
今
年
、
各
個

人
が
積
極
的
な
ラ
イ
ブ
活
動
を
行
う
中
、

互
い
を
尊
重
し
あ
う
よ
う
に
な
り
、
一
同

が
集
ま
り
ユ
ニ
ッ
ト
を
結
成
し
ま
し
た
。

　
「
故
郷
を
離
れ
て
も
、
志
布
志
の
こ
と

を
忘
れ
ず
に
頑
張
り
た
い
」
と
話
す
渡
瀬

さ
ん
。
彼
女
達
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

本格派女性ボーカル「Ｍ」（渡瀬さんは右から 2 人目）

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
国
際
交
流

　

志
布
志
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
上
村
裕

治
会
長
）
の
事
業
で
、
尚
志
館
高
等
学
校

２
年
の
加
籠
さ
つ
き
さ
ん
と
北
別
府
彩

さ
ん
が
９
月
26
日
か
ら
29
日
に
か
け
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト
国
際
交
流
で
、
韓
国
の
障
害

者
施
設
の
見
学
や
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
次
世
代
を
背
負
っ
て

立
つ
青
少
年
の
育
成
と
支
援
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
、
今
回
の
旅
費
の
半
分
は
同
ク

ラ
ブ
が
、
以
前
よ
り
会
員
一
人
当
た
り
毎

月
４
０
０
円
を
積
み
立
て
て
い
た
青
少
年

交
換
学
生
基
金
か
ら
拠
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
19
日
、
同
ク
ラ
ブ
と
加
籠
さ
ん
、

北
別
府
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

加
籠
さ
ん
は
「
日
本
と
他
国
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
あ
り
方
の
違
い
を
見
地
し
、
見

聞
を
広
め
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

国際交流に参加する加籠さんと北別府さん

北
国
の
青
少
年
が
志
布
志
の
夏
を
体
験

　

合
併
前
の
旧
松
山
町
の
友
好
盟
約
町
で

あ
る
山
形
県
酒
田
市
（
旧
山
形
県
飽
海
郡

松
山
町
）
の
青
少
年
相
互
交
流
団
員
一
行

８
人
が
７
月
26
日
か
ら
29
日
ま
で
志
布
志

市
の
夏
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
、
受
入
れ
家
庭
や
関
係
者
の

待
ち
受
け
る
な
か
、
志
布
志
支
所
で
の
入

市
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
市
式
で
は
、
市
青
少
年
研
修
実
行
委

員
会
の
長
重
委
員
長
、
坪
田
教
育
長
か
ら

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

受
入
れ
児
童
代
表
の
尾
野
見
小
学
校
５

年
山
下
莉
子
さ
ん
が
歓
迎
の
言

葉
を
述
べ
、
山
形
団
員
の
松
山

小
学
校
６
年
の
宮
本
賢
治
さ
ん

が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
家

庭
と
の
対
面
や
自
己
紹
介
が

あ
り
各
家
庭
に
向
か
い
ま
し

た
。

　

２
日
目
は
、
フ
リ
ー
デ
ー

で
そ
れ
ぞ
れ
受
け
入
れ
家
庭

の
皆
さ
ん
と
暑
い
鹿
児
島
体

験
を
し
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
志
布
志
体
験

学
習
と
し
て
松
山
城
、
国
際

の
森
見
学
そ
の
後
ダ
グ
リ
海

水
浴
場
で
の
海
遊
な
ど
南
国

鹿
児
島
を
体
験
し
ま
し
た
。

夕
方
か
ら
は
、
受
入
れ
家
庭

と
い
っ
し
ょ
に
ボ
ル
ベ
リ
ア

ダ
グ
リ
に
て
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
山
形
団
員
の
花
笠
音
頭
披
露
等
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
朝
、
退
市
式
を
行
い
、
志
布

志
市
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
青

少
年
相
互
交
流

と
し
て
冬
場
に

今
回
の
受
け
入

れ
家
庭
の
子
ど

も
た
ち
が
山
形

の
家
庭
を
訪
問

し
、
雪
国
の
冬

を
体
験
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ホストファミリーとバーベキュー

交通安全協会・優良事業所の表彰

　交通安全推進に功績のあった方や団
体に与えられる表彰伝達が、9月22日、
1000 人街頭立哨の出発式の中で行わ
れ、株式会社サンコー有明工場が優良
事業所として九州管区警察局長九州交
通安全協会長表彰を受けました。
　今回、受賞した木村増雄代表取締
役社長は「大変嬉しく思います。今
後も受賞に恥じないように全社一丸
となり交通安全に取り組みたい」と
抱負を話されていました。

仙名節男署長から伝達を受ける木村社長

地方自治功労で「旭日双光章」を受章

　旧志布志町議会議員の西江園實さ
んが、地方自治功労として高齢者叙
勲により「旭日双光章」を受章され
ました。
　9 月 30 日、市役所で行われた伝
達式で、本田市長から妻の美つ代さ
んに勲記と勲章が手渡されました。
　西江園さんは、昭和 30 年 5 月に
志布志町議会議員に当選し、平成 3	
年まで 9期 36 年の永きにわたって
地域の発展と住民福祉の向上に尽力
されました。長い間のご活躍おつか
れさまでした。

市長とともに受章を喜ぶ家族の皆さん

前田力丸さんが九州大会優勝

　8月 6日、大分県で行われた九州
中学校体育大会の柔道競技の個人
戦ー

マイナス

55kg 級に出場した前田力丸さ
ん（志布志中 3年）が優勝しました。
　前田さんは、昨年の大会では結果
が残せず悔しい思いをしましたが、
大会前は平日 3時間、土・日は 6時
間稽古を積み、雪辱を果たしました。
　9月 24 日、指導者とともに優勝
の報告を行った前田さんは「優勝で
きてうれしい。更に上を目指して頑
張りたい」と抱負を述べました。

市長に優勝の報告をした前田さん（中央）
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志
布
志
水
泳
少
年
団
が
ご
み
拾
い

　

８
月
２
日
、
志
布
志
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
団
員
と
保
護
者
28
人
が
、
前
川
の

ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
は
、
毎
年
、

前
川
上
流
の
潤
ケ
野
で
行
っ
て
い
る
キ
ャ

ン
プ
の
前
に
、
い
つ
も
利
用
す
る
水
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
参
加
者
は
川
の
中
に
捨
て
ら
れ
た
ご

み
を
拾
い
始
め
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
ご

み
袋
は
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
志
布
志
小
６
年
の
平
原
里
穂

さ
ん
は
「
今
年
は
昨
年
よ
り
も
ご
み
が
少

な
く
早
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
は
も
っ
と
ご
み
が
少
な
く
な
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
」
と
感
想
を
話
し
ま
し

た
。暑
い
中
で
の
作
業
お
疲
れ
様
で
し
た
。

川にはこんなにごみがいっぱいありました
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給 食 セ ン タ ー 配 送 車 の キ ャ ッ チ フ レ ー ズ
給食で、大きく育て志布志っ子

7 月に募集した新給食センター配送車のキャッチフレーズで、有明小学校 3 年の京之嶺加奈さんの作品です。

優秀賞の紹介

志布志国際の森で記念写真

全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
活
躍

　

９
月
５
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
、
長
崎

県
島
原
市
で
開
催
さ
れ
た
第
21
回
全
国
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
歓
長
崎
県
大
会
に
、

市
内
の
有
明
大
有
会
が
出
場
し
、
個
人
の

部
で
枦
山
セ
ツ
子
さ
ん
が
準
優
勝
、
池
辺

征
一
郎
さ
ん
が
６
位
入
賞
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
全
国
か
ら
各
地
区
の
代
表
約

２
０
０
０
人
が
出
場
し
て
い
る
中
で
の
快

挙
に
２
人
は
「
と
て
も
う
れ
し
い
」
と
大

変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

代
表
の
枦
山
信
哉
さ
ん
は
「
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
毎
日
練
習
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
様
々
な
大
会
で
上
位
入
賞
を
目
指
し

て
楽
し
く
頑
張
り
た
い
」「
全
国
各
地
の

大
会
に
い
く
と
新
し
い
出
会
い
が
あ
り
、

交
流
も
始
ま
る
の
で
楽
し
み
で
す
ね
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

全国大会でも活躍した皆さん
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今
年
は
、
４
年
に
１
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
年
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
今
月
は
志
布

志
市
で
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
マ
ラ
ソ

ン
交
流
会
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

「
自
分
も
運
動
を
は
じ
め
よ
う
」
と
思
っ

て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ど
ん
な
運
動
で
も
運
動
前
後
ス
ト

レ
ッ
チ
を
行
な
う
こ
と
で
体
に
負
担
を
か

け
ず
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、秋
は
運
動
会
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
、

日
頃
運
動
を
し
な
い
人
も
運
動
に
参
加
す

る
機
会
が
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
い
き
な
り
走
っ
て
転
ん
だ
り
、
翌
日

の
筋
肉
痛
や
体
の
だ
る
さ
に
悩
ま
さ
れ
た

り
し
な
い
た
め
に
も
、
走
る
前
に
行
な
う

ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
（
準
備
運
動
）
と
走
っ

た
後
に
体
を
ほ
ぐ
す
ク
ー
ル
・
ダ
ウ
ン
を

し
っ
か
り
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

　

走
る
時
に
よ
く
使
う
部
分
を
入
念
に
動

か
し
体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。
徐
々
に
運
動
負

荷
を
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、
体
の
動
き
は

そ
れ
に
応
じ
て
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

運
動
の
前
後
で
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
な
え

ば
、
体
の
柔
軟
性
を
高
め
、
障
害
を
防
い

で
く
れ
ま
す
。

■
ス
ト
レ
ッ
チ
の
ポ
イ
ン
ト

①
息
を
ゆ
っ
く
り
吐
き
な
が
ら
筋
肉
を
伸
ば
す

②
痛
み
を
感
じ
る
か
、感
じ
な
い
程
度
で
や
め
る

③
反
動
を
つ
け
ず
に
ゆ
っ
く
り
伸
ば
す

④
伸
ば
す
筋
肉
を
意
識
し
な
が
ら
行
な
う

　

　

ク
ー
ル
・
ダ
ウ
ン
は
運
動
後
の
体
を
急

に
冷
や
さ
ず
、
血
行
を
よ
く
す
る
こ
と
で

た
ま
っ
た
疲
労
物
質
を
速
や
か
に
排
出
さ

せ
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

翌
日
に
疲
れ
を
残
さ
な
い
た
め
に
は

使
っ
た
筋
肉
を
し
っ
か
り
伸
ば
す
（
ス
ト

レ
ッ
チ
）
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
筋
肉
の

疲
労
回
復
を
早
め
る
に
は
、
冷
や
す
こ
と

が
大
切
で
す
。
上
が
り
す
ぎ
て
い
た
筋
肉

の
温
度
を
冷
や
し
て
、
血
流
を
よ
く
す
る

こ
と
で
、
疲
労
物
質
の
蓄
積
を
防
い
で
筋

肉
痛
や
炎
症
を
防
い
で
く
れ
ま
す
。

　

入
浴
時
に
足
や
腰
に
冷
た
い
シ
ャ
ワ
ー

を
か
け
、
筋
肉
の
炎
症
を
し
っ
か
り
し
ず

め
る
こ
と
で
翌
日
の
筋
肉
痛
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
ま
た
筋
肉
の
修
復
に
不
可
欠
な
ア

ミ
ノ
酸
を
補
給
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

（
ア
ミ
ノ
酸
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
た
も
の

が
た
ん
ぱ
く
質
（
肉
・
魚
・
大
豆
・
卵
な

ど
）
で
す
。
そ
の
た
め
疲
労
回
復
の
機
能

は
同
じ
で
す
が
、
た
ん
ぱ
く
質
は
腸
の
中

で
ア
ミ
ノ
酸
に
分
解
さ
れ
て
か
ら
吸
収
さ

れ
る
た
め
、
ア
ミ
ノ
酸
飲
料
等
に
比
べ
て

消
化
吸
収
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。）

　

そ
れ
で
も
ね
ん
ざ
な
ど
の
ケ
ガ
を

し
た
時
に
は
、
安
静
（rest

）、
冷
却

（ice

）、
圧
迫
（com

pression

）、
挙
上

（elevation

）
の
頭
文
字
か
ら
と
っ
た

RICE

（
ラ
イ
ス
）
と
い
う
応
急
処
置
を

憶
え
て
お
く
と
便
利
で
す
。

●
安
静　

運
動
を
中
止

　
　
　
　

し
、
患
部
を

　
　
　
　

動
か
さ
な
い

　
　
　
　

 

よ
う
に
し
て

　
　
　
　

 

安
静
を
保
つ

●
冷
却　

冷
や
す
こ
と
で
炎
症
や
出
血
を

　
　
　
　

抑
え
、
痛
み
を
軽
減
す
る

●
圧
迫　

患
部
を
直
接
圧
迫
し
、
内
出
血

　
　
　
　

や
腫
れ
が
起
こ
る
の
を
防
ぐ

●
挙
上　

患
部
を
心
臓
よ
り
高
く
上
げ
て

　
　
　
　

内
出
血
を
防
ぐ

ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
（
準
備
運
動
）

ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

10月は「鹿児島県ピンクリボン月間」です！
　乳がんにかかる人は年々増加しており、生涯のうちに、20 人に 1人の女性が乳がんにか
かるといわれています。乳がんは、早期発見すれば、ほとんどが治る病気です。がんの克
服のためには、定期的ながん検診受診により早期発見・早期治療することが重要です。
　県では、がん検診の必要性について、積極的に啓発するため、10 月を「鹿児島県ピンク
リボン月間」と制定し、各関係団体と連携・協働して、乳がんに関する正しい知識の普及
や検診受診を促進する取り組みを行っています。

■乳がんの現状
　	本県では、平成 19 年には、143 人の方が乳がんで亡くなっています。40 歳代や、50 歳
代などの若い年齢層での死亡が多くなっています。乳がんは、他のがんに比べて、若い世
代での罹患・死亡が多いことが特徴です。

マンモグラフィ検診を受けましょう。
■マンモグラフィとは、乳房専用のＸ線撮影装置のことです。
　	マンモグラフィにより、視触診では発見できない早期がんの発見が可能です。
■超音波による検診もあります。乳腺の発達した人や若い人の検診に適しています。20 歳を過ぎたらすすんで検
　診を受けましょう。
■市では、40 歳以上の方を対象に、マンモグラフィによる乳がん検診を行っています（2年に 1回です）。詳しい
　ことは市役所保健課におたずねください。（今年度の実施は終了しましたので来年度の実施になります。）
　　また、医療機関や検診センターでもマンモグラフィ検診が受けられます。実施の有無や料金については、希望
　する医療機関に直接おたずねください。

ピンクリボンは、乳がんの早期発見・早期治療の重要性を伝える世界共通のシンボルマークです。　　　
ピンクリボンを見かけたら、がん検診を受けることを思い出してください。
■問い合わせ先　市役所保健課保健対策係　℡ 474-1111（内線 164）

ふ
く
ら
は
ぎ
と
ア
キ
レ
ス
腱
の

ス
ト
レ
ッ
チ

　

ふ
く
ら
は
ぎ
と
ア
キ
レ
ス
け
ん
を
伸

ば
す
ス
ト
レ
ッ
チ
で
す
。
後
ろ
脚
の
か

か
と
は
し
っ
か
り
床
に
つ
け
、
体
重
を

前
に
か
け
る
と
ふ
く
ら
は
ぎ
が
の
ば
さ

れ
ま
す
。
こ
の
と
き
、
後
ろ
脚
の
ひ
ざ

を
少
し
曲
げ
る
と
、
ア
キ
レ
ス
腱
が
の

ば
さ
れ
ま
す
。
勢
い
を
つ
け
て
行
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！

運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
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RestIceCompressionElevation

太もものストレッチ
太ももの前側をのばすスト
レッチです。バランスが保
てないときは、何かにつか
まって行いましょう。

片
足
の
膝
を
曲
げ
、
足

首
を
持
つ
。
目
線
は
下

の
ま
ま
で
Ｏ
Ｋ
！

つ
か
ん
だ
足
首
を
、無
理
の
な
い
範
囲
で
、

お
尻
に
着
く
ぐ
ら
い
の
高
さ
ま
で
持
ち
上

げ
、顔
も
上
げ
る
。
目
線
は
ま
っ
す
ぐ
に
。

10
秒
程
度
キ
ー
プ
し
、
反
対
側
も
！

挑戦！
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21 世紀は環境の世紀 ! 未来の子ども達に美しい地球を残すことは今を生きる私たちの責任です。

■問い合わせ先　市民環境課環境政策室　℡ 474-1111（内線 131）

　

現
在
市
で
は
生
ご
み
を
分
別
収
集
し
て

い
ま
す
が
、
各
世
帯
で
も
生
ご
み
バ
ケ
ツ

の
臭
い
は
気
に
な
る
も
の
。
志
布
志
市
衛

生
自
治
会
で
は
、
消
臭
剤
「
バ
イ
オ
君
」

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
バ
イ
オ
君
」
の
原
料
は
、
よ
も
ぎ
を

培
養
し
た
乳
酸
菌
と
糖
蜜
で
す
。
甘
酸
っ

ぱ
い
臭
い
が
し
ま
す
。

　

写
真
の
と
お
り
8
月
22
日
、
生
ご
み
に

散
布
し
て
、
そ
の
効
果
を
理
事
・
評
議

員
で
確
認
し
ま
し
た
。
今
全
国
で
話
題
に

な
っ
て
い
る
「
え
ひ
め
AI
ー
１
」
も
散
布

し
て
み
ま
し
た
が
、
同
じ
よ
う
に
生
ご
み

の
臭
い
が
散
布
と
同
時
に
消
臭
さ
れ
、
参

加
者
一
同
に
驚
き
ま
し
た
。

　
「
バ
イ
オ
君
」
は
市
衛
生
自
治
会
事
務

局
（
本
庁
：
市
民
環
境
課
内
、
支
所
：
市

民
課
内
）
で
５
０
０
㍉
㍑
、
３
０
０
円
で

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
の
臭
い
が
気
に
な
る
方
は
、「
バ

イ
オ
君
」
か
ま
た
は
同
様
な
商
品
も
市
販

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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環
境
省
に
は
私
の
よ
う
に
、
各
自
治
体

か
ら
実
務
研
修
の
た
め
に
、
今
年
度
約
60

人
来
て
い
ま
す
。
環
境
省
内
で
の
役
職
は

環
境
専
門
員
と
言
い
ま
す
。
環
境
専
門
員

は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
属
先
の
業
務
を
日
々
こ

な
し
て
い
ま
す
。年
齢
も
20
歳
前
半
か
ら
、

50
歳
ま
で
と
幅
広
い
年
齢
層
で
あ
り
、
出

身
機
関
も
県
職
員
や
市
職
員
、
独
立
行
政

法
人
等
様
々
で
す
。
ま
た
、
事
務
職
や
技

術
職
、
教
員
と
職
種
多
様
で
す
。
相
談
事

な
ど
は
、
ま
ず
環
境
専
門
員
同
士
で
相
談

す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

互
い
に
協
力
し
て
環
境
省
で
の
仕
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
は
、
環
境
専
門
員
仲
間
で
富
士
山

に
登
っ
て
き
ま
し
た
。
最
近
、
テ
レ
ビ
等

で
富
士
山
に
登
る
人
が
増
え
て
い
る
と
放

送
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
観
光
客

が
大
勢
い
て
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
本
格
的
な
登
山
が
初
め
て
で
し

た
の
で
、
少
し
緊
張
し
つ
つ
登
り
ま
し

た
。
報
道
等
で
は
富
士
山
の
ご
み
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
と
あ
り
ま
し
た
が
、
登
山

の
途
中
で
気
づ
い
た
の
は
、
富
士
山
に
は

ご
み
が
落
ち
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
山
に
登
る
人
は
マ
ナ
ー
が
良
い
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
し
く
そ
の

と
お
り
、
小
さ
な
ご
み
も
ほ
と
ん
ど
落
ち

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
一
部
の
本
当
に
心
な
い
人
が

ご
み
を
捨
て
て
い
る
の
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
と
し
た
ら
本
当
に
悲
し
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

途
中
で
休
憩
、
仮
眠
を
と
り
10
時
間
近

く
か
け
て
頂
上
ま
で
登
り
、「
日
の
出
」

を
見
ま
し
た
。
富
士
山
の
頂
上
か
ら
見
る

美
し
く
雄
大
な
「
日
の
出
」
に
は
感
動
し

ま
し
た
。一
緒
に
登
山
し
た
人
の
中
に
は
、

「
高
山
病
」
の
よ
う
な
症
状
が
出
ま
し
た

が
、
何
と
か
無
事
に
登
頂
す
る
こ
と
が
で

き
、
み
ん
な
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

登
山
翌
日
は
、
山
梨
観
光
の
案
内
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
環
境
専
門
員
に

は
、
こ
の
よ
う
に
様
々
な
地
域
、
背
景
を

持
っ
た
人
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、
多
く

の
体
験
が
で
き
、
仕
事
以
外
で
も
充
実
し

た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
省
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
自
治
体

に
戻
っ
て
か
ら
も
、
こ
の
人
脈
は
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
仕
事
を
し
て
い

る
上
で
様
々
な
事
案
が
出
て
き
ま
す
が
、

そ
の
際
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
環
境
専
門
員
は
も
ち

ろ
ん
、
環
境
省
職
員
、
他
省
庁
の
職
員
の

方
と
も
仕
事
を
し
て
い
る
た
め
、
モ
ノ
を

見
る
視
野
と
同
時
に
人
脈
を
築
く
こ
と
も

で
き
、
一
生
の
大
き
な
財
産
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
研
修
期
間
も
残
り
６
か

月
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
幅
広
い

人
脈
を
築
い
て
市
へ
帰
っ
て
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

環
境
省
で
勉
強
し
て
い
る
吉
井
啓
剛
主
事
の

レ
ポ
ー
ト
を
定
期
的
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
法
定
検
査
受
検
の
お
願
い

　

浄
化
槽
は
、
保
守
点
検
・
清
掃
と
法

定
検
査
が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
毎
日
の
く
ら
し
の
中
か
ら
出

さ
れ
た
汚
水
を
浄
化
し
、
き
れ
い
な
水

に
し
て
流
す
装
置
で
す
。

　

浄
化
槽
法
で
は
、
こ
の
維
持
管
理
の

た
め
に
保
守
点
検
・
清
掃
と
は
別
に
、

こ
れ
ら
が
適
切
に
行
わ
れ
、
浄
化
槽
の

機
能
が
正
常
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
を

検
査
す
る
「
法
定
検
査
」
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
1
回
行
う
定
期
検
査
は
、
こ
れ

ま
で
11
人
槽
以
上
の
比
較
的
大
き
な
浄

化
槽
と
官
公
署
分
は
す
べ
て
検
査
し
て

い
ま
し
た
が
、
10 

人
槽
以
下
の
家
庭
用

の
浄
化
槽
も
検
査
で
き
る
体
制
が
整
っ

た
た
め
、
平
成
17 

年
度
か
ら
順
次
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
は
、

法
定
検
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、

必
ず
受
検
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

※
法
定
検
査
は
、
事
前
に
指
定
検
査
機

関
か
ら
ハ
ガ
キ
に
よ
り
実
施
日
の
通
知

を
し
ま
す
。

※
法
定
検
査
の
結
果
、
改
善
の
必
要
な

浄
化
槽
は
、
地
域
振
興
局
（
保
健
福
祉

環
境
部
、
建
設
部
）
か
ら
指
導
が
行
わ

れ
ま
す
。

検査手数料
単独処理浄化槽 4,000 円
合併処理浄化槽 6,000 円
■問い合わせ先

●㈶鹿児島県環境検査センター

　　℡ 099-223-3185

●大隅地域振興局　保健福祉環境部

　　志布志保健所駐在

　　℡ 472-1410

「
生
ご
み
の
臭
い
を
軽
減
」
バ
イ
オ
君

「
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

養
成
講
座
の
開
催

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
と

一
緒
に
な
っ
て
「
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

を
養
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
問
題
に
つ
い
て
学
習
し
、
講
習
を

終
了
し
た
ら
「
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と

し
て
認
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
「
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
認
定

さ
れ
た
ら

①
市
民
へ
の
ご
み
出
し
分
別
指
導
員

②
市
内
で
の
各
集
落
で
の
環
境
学
習
会
の
講
師

③
市
外
か
ら
の
来
訪
者
に
対
す
る
志
布
志

　

市
の
取
組
の
紹
介
者
と
し
て
活
動
し
て

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
に
養
成
し
、
21
年
度
か
ら

活
動
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
学
習
日
程

に
つ
き
ま
し
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時

●
第
1
回
目　

10
月
31
日
（
金
）

　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
3
時
ま
で

●
第
2
回
目　

11
月
1
日
（
土
）

　
　
　

午
前
8
時
～
午
後
4
時

●
第
3
回
目
・
第
4
回
目　

1
月
予
定

（
第
1
回
目
・
第
2
回
目
出
席
者
に
通
知

し
ま
す
）

■
場
所　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先　

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
７
４
ー
２
５
０
０

●
市
役
所
市
民
環
境
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

「
私
の
マ
イ
バ
ッ
グ
紹
介
」
を
実
施

　

小
売
店
が
渡
す
レ
ジ
袋
を
使
わ
ず
、
消

費
者
が
持
参
し
た
袋
や
バ
ッ
グ
を
使
用
し

よ
う
と
い
う
運
動
を
「
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
」

と
称
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
一
人

ひ
と
り
が
実
行
で
き
る
、
も
っ
と
も
身
近

な
環
境
保
護
活
動
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
お
し
ゃ
れ
で
機
能
的
な
マ

イ
バ
ッ
グ
で
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
る
方

が
多
い
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
衛
生
自
治
会
で
は
こ
の
よ

う
に
積
極
的
な
新
し
い
生
活
様
式
を
啓
発

す
る
た
め
「
私
の
マ
イ
バ
ッ
グ
」
の
紹
介

を
行
い
ま
す
。

　

11
月
初
旬
に
実
際
活
用
し
て
い
る
方

に
、
直
接
市
内
小
売
店
で
お
話
を
お
聞
き

し
、
持
参
さ
れ
て
い
る
マ
イ
バ
ッ
グ
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
広
報
紙
を
通

じ
て
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
際
は
、
是
非
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

1�　市報しぶし■ 2008.10

バイオ君の効果を理事・評議委員で確認しました

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！
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株
式
会
社
サ
ン
コ
ー
は
平
成
６

年
、
渡
辺
組
の
グ
ル
ー
プ
企
業（
岩

川
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
大
崎
コ
ン

ク
リ
ー
ト
、
共
栄
開
発
）が
合
併

し
誕
生
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成

17
年
４
月
よ
り
有
明
運
輸
倉
庫
を

吸
収
合
併
し
、
有
明
町
の
本
社
を

中
心
に
、
大
崎
、
末
吉
、
岩
川
の
３
工
場

と
志
布
志
に
１
事
業
所
を
展
開
し
て
い
ま

す
。主
な
営
業
品
目
は
、生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
、
採
石
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
二
次
製
品
等
の
製
造
販
売
及
び
一
般
貨

物
運
送
事
業
、
倉
庫
業
な
ど
で
す
。

　

主
な
輸
送
品
目
と
し
て
は
セ
メ
ン
ト
、

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
で
、
そ
の
他
に
も
甘

藷
澱
粉
、
動
物
性
飼
料
、
肥
料
、
そ
の
他

の
一
般
貨
物
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

渡
辺
組
グ
ル
ー
プ
の
企
業
理
念
は
「
幸

福
追
求
～
よ
り
よ
い
人
生
を
生
き
る
～
」

で
、
物
質
的
、
ま
た
精
神
的
な
幸
福
を
め

ざ
し
て
「
明
る
く
、

楽
し
く
、
元
気
よ

く
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
地
元
で
は

苦
学
生
を
は
じ
め

と
す
る
青
少
年
育

成
を
支
援
し
、
中

国
の
寒
村
に
学
校
を

創
設
す
る
な
ど
社
会
貢

献
に
心
を
砕
い
て
き
た

創
業
者
・
渡
辺
信
雄
氏

の「
奉
仕
の
精
神
」は
今

グ
ル
ー
プ
に
引
き
継
が

れ
、
奉
仕
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。「
日
常
の
営
利
活
動
を
し
っ
か
り

や
る
こ
と
も
社
会
貢
献
で
す
が
、
な
に

か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
こ
と
を
通
し
て
、

少
し
で
も
お
役
に
た
ち
た
い
」と
の
渡
辺

紘
起
会
長
の
思
い
も
あ
り
、
毎
朝
の
道
路

清
掃
や
花
壇
の
手
入
れ
な
ど
の「
さ
わ
や

か
運
動
」や
地
域
福
祉
へ
の
寄
付
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
志
布
志
市
も
こ
れ
ま
で

多
大
な
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

木
村
社
長
は
、
社
内
の
取
り
組
み
と

し
て
、
Ｔ
Ｑ
Ｃ（
総
合
的
品
質
管
理
）へ
の

取
り
組
み
や
、
安
全
教
育
に
と
り
わ
け
力

を
注
い
で
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
ミ
ス

を
完
全
に
撲
滅
し
よ
う
と
い
う「
ゼ
ロ
デ

フ
ェ
ク
ト（
Ｚ
Ｄ
）運
動
」、
社
員
自
ら
が

自
主
的
に
改
善
目
標
し
、
自
主
統
制
に

よ
っ
て
改
善
を
推
進
す
る
「
Ｊ
Ｋ
運
動
」、

ヒ
ヤ
リ
、
ハ
ッ
ト
し
た
場
面
の
記
録
を
全

社
員
で
共
有
し
て
事
故
を
予
防
す
る
「
ヒ

ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
運
動
」な
ど
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
安
全
管
理
へ
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
省

エ
ネ
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
意
味

で
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
主
催
ベ
ス
ト
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
コ
ン
テ
ス
ト
へ
も
参
加
し
、
ダ

ン
プ
部
門
に
お
い
て
、
社
員
２
人
が
上
位

入
賞
と
い
う
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
「
人
は
〝
人
材
〟
で
は
な
く
〝
人
財
〟」

と
木
村
社
長
は
強
調

し
ま
す
。
厳
し
い

安
全
管
理
は
裏
返
す

と
、
働
く
人
と
そ
の

家
族
を
守
り
、
会
社

を
存
続
さ
せ
る
た
め

の
要
諦
で
す
。
研
修

を
受
け
た
社
員
た
ち

の
感
想
文
に
は
、
感

謝
と
意
欲
が
に
じ
み

で
て
お
り
、
会
社
へ

の
信
頼
感
を
う
か
が

わ
せ
ま
す
。

　

渡
辺
紘
起
会
長
は

「
責
任
感
が
あ
っ
て
誠
実
、
事
業
に
は
シ

ビ
ア
。
あ
り
が
た
い
存
在
で
す
」
と
木

村
社
長
の
手
腕
を
評
価
し
ま
す
。
今
後

の
目
標
は
、
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ

た
若
い
世
代
の
人
財
を
積
極
的
に
登
用

し
、
さ
ら
に
や
り
が
い
の
あ
る
会
社
づ

く
り
だ
と
木
村
社
長
は
話
し
ま
し
た
。

株式会社サンコー
●業種　　生コンクリート・アスファルト合材等の製
　　　　　　造販売、一般貨物運送事業・倉庫業・その他
●所在地　志布志市有明町伊﨑田 5013
●従業員数　85 人　●創立　昭和 47 年 5月

志布志企業訪問
vol.3

木村増雄代表取締役社長

道路の清掃活動の様子

工場内の様子

と　き　11 月 8 日（土）　前夜祭　午後 4 時 00 分開催
　　　　11 月 9 日（日）　本　祭　午前 8 時 45 分開門
ところ　志 布 志 市 松 山 城 山 総 合 公 園 内 特 設 会 場

必見！松山城　高さ 18㍍、幅 27㍍、まつり期間中しかご覧になれません！

・大抽選会　　　　・からくり忍者屋敷
・なんまいダーツ　・ストラックアウト
・ふわふわ　　　　・やっちくサスケ
・通行手形（先着 2000 名様無料配布）
・やっちく団子、甘酒の大判振る舞い
・ふれあい動物園　・陣馬そり競争
・玉入れ選手権　　ほか

■総合司会　じゃっどん小野ちゃん
■前夜祭
　・ジミー入枝とキングタウンズ
　・平岡千佳歌謡ショー
　・末吉鬼神太鼓　・花火　ほか
■本祭
　・奉納武者行列・山積み野菜の大判振る舞い
　・サムライ鍋の大判振る舞い
　・みどり保育園お遊戯
　・井手口郷土芸能　　・いろは座公演
　・鹿児島県警音楽隊　・霧島九面太鼓
　・田川寿美歌謡ショー　ほか
※赤ちゃん・お子様の休憩施設もあります。ご家
　族連れで遊びに来てください。

市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

健
康
と
安
全

　

10
月
25
日
、
26
日
に
は
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８
」
が
鹿
児
島
県

で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
多
く
の
選
手
が

参
加
し
ま
す
。「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
と

は
、
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
、
健
康
と
福
祉
の
総
合
的
な
祭
典

で
、
全
国
健
康
福
祉
祭
の
愛
称
で
す
。

　

同
大
会
で
は
様
々
な
競
技
が
行
わ
れ

ま
す
。
太
極
拳
や
俳
句
、
囲
碁
と
い
っ

た
一
般
の
方
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
高
齢
者

向
き
と
思
わ
れ
る
も
の
か
ら
ラ
グ
ビ
ー

や
サ
ッ
カ
ー
、
ダ
ン
ス
と
い
っ
た
若
者

で
も
出
場
を
躊
躇
す
る
よ
う
な
激
し
い

ス
ポ
ー
ツ
ま
で
あ
り
ま
す
。「
正
に
高

齢
者
の
国
体
」と
も
い
え
る
大
会
で
す
。

出
場
さ
れ
る
選
手
は
種
目
を
問
わ
ず
、

皆
さ
ん
年
齢
を
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
に
元

気
で
、
こ
れ
は
現
在
、
市
で
行
っ
て
い

る
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
で
も
大
い
に

参
考
に
な
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
志
布
志
市
で
は
10
月
26
日

に
「
マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会
」
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
今

年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
ポ
ー
ト
マ
ラ
ソ

ン
大
会
は
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
プ
レ
大

会
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
プ
レ
大
会
は

志
布
志
警
察
署
を
始
め
と
す
る
多
く
の

団
体
の
協
力
を
い
た
だ
き
成
功
を
収
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
等
で
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
選

手
が
市
内
を
走
り
ま
す
の
で
、
選
手
へ
の

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
国
内
で
は
米
穀
加
工
販

売
会
社
が
基
準
値
を
超
え
る
農
薬
が
検

出
さ
れ
た
海
外
か
ら
の
輸
入
米
、
い
わ

ゆ
る
「
事
故
米
」
を
工
業
用
に
し
か
使

用
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
食
用

と
偽
り
転
売
し
て
い
た
問
題
で
、
こ
の

事
故
米
を
購
入
し
た
事
業
所
や
消
費
者

に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
健
康
被
害
は
現
在
ま
で
、
確
認
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
消
費
者
の
食
へ
の

不
安
は
大
き
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
犯
罪
を
見
る
と
「
ば
れ
な

け
れ
ば
何
を
や
っ
て
も
良
い
」
と
い
う
金

儲
け
第
一
主
義
が
蔓
延
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
会

社
も
最
初
は
「
多
く
の
人
に
新
鮮
で
お
い

し
い
物
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
高
い

『
志
』を
掲
げ
て
い
た
は
ず
で
す
。そ
れ
が
、

い
つ
の
間
に
か
道
徳
心
を
失
っ
た
の
は
大

変
残
念
で
す
。
そ
し
て
、
日
本
全
体
が
こ

の
よ
う
な
風
潮
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

市
で
は
新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
が
稼

働
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
使
用
し
て
い

る
食
材
は
全
て
「
生
産
者
の
顔
が
見
え

る
」
物
ば
か
り
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ど
の
生
産
者
も
子
ど
も
た
ち
に
「
心
身

と
も
に
大
き
く
元
気
に
育
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
志
が
詰
ま
っ
た
栄
養
満
点

の
食
材
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
費
用
面
ば
か
り
に
消
費

者
の
目
が
向
い
て
い
ま
し
た
が
「
食
の

安
全
」
に
対
し
て
関
心
が
高
ま
れ
ば
、

市
内
の
『
志
』
い
っ
ぱ
い
の
農
畜
産
物

の
評
価
は
更
に
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

大隅の國
やっちく松山藩秋の陣祭り

第20回

　

九
州
で
唯
一
、「
中
核
国
際
港
湾
」
に

指
定
さ
れ
て
い
る
志
布
志
港
。

　

遠
足
や
社
会
科
学
習
な
ど
、
学
校
単
位

で
の
申
し
込
み
や
、
職
場
や
集
落
な
ど
の

各
種
団
体
の
研
修
な
ど
の
機
会
を
利
用
し

て
、
一
度
見
学
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
１

　

船
上
か
ら
の
志
布
志
港
見
学

　

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
志
布

志
港
支
所
で
は
、
船
を
利
用
し
て
、
沖

か
ら
の
志
布
志
港
の
視
察
が
可
能
で

す
。
普
段
は
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
沖

の
防
波
堤
や
、
海
上
か
ら
さ
ん
ふ
ら
わ

あ
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
２

　

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
船
内
見
学

　

停
泊
中
の
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
の
船
内
を

見
学
し
、
普
段
の
航
海
中
は
立
ち
入
る

こ
と
の
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
入
っ
た
り

し
ま
す
。
ま
た
、
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
の
方

か
ら
お
話
を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

新
若
浜
地
区　

見
学
会

　

現
在
、
来
春
の
一
部
供
用
開
始
に
向

け
て
工
事
が
進
ん
で
い
る
「
新
若
浜
地

区
」。
供
用
開
始
後
は
、
コ
ン
テ
ナ
を

取
り
扱
う
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
費
用
は
？
申
し
込
み
は
？

　

原
則
的
に
み
な
と
見
学
会
は
費
用
を
い

た
だ
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
し
込
み
や
お
問
合
せ
、
も
っ

と
詳
し
い
こ
と
を
お
聞
き
に
な
り
た
い
場

合
に
は
、お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
港
湾
商
工
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
８
６
）

●
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
志
布
志

　

港
湾
事
務
所

　

℡
４
７
２
ー
３
８
３
１

●
県
大
隅
地
域
振
興
局
建
設
部
志
布
志
港
支
所

　

℡
４
７
３
ー
１
６
５
１

「
み
な
と
」
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
？

～
み
な
と
見
学
会 

開
催
中
！
～

海上から見るさんふらわあ

社員全員でボランティア清掃を行いました

安全教育が徹底されて車両は走行します■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 286）



男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.32  

多忙ななか、子どもたちに剣道の素晴しさを伝えています

剣道は普段の生活が試合に出るため礼儀作法がとても大切な武道です
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男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
向
け
て

　
　
　
　
　
【
高
齢
者
へ
の
期
待
】

　

人
間
、
年
を
と
る
と
様
々
な
固
定
観
念

に
縛
ら
れ
、
自
由
な
発
想
に
基
づ
い
て
豊

か
に
物
事
を
考
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。

固
定
的
な
行
動
を
繰
り
返
す
こ
と
も
多
く
な
る
。
平

均
寿
命
が
60
年
前
後
で
、
人
間
の
生
き
ざ
ま
も
一
定

に
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
た
時
代
な
ら
ば
、
社
会
が
示

す
お
仕
着
せ
の
固
定
的
な
枠
組
の
中
で
老
後
を
過
ご

す
こ
と
で
、
人
生
を
全
う
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
人
生
80
年
と
長
期
化
し
、
社
会
の

価
値
観
も
多
様
化
し
、
様
々
な
生
き
ざ
ま
が
一
人

ひ
と
り
に
問
わ
れ
る
現
代
社
会
は
、
固
定
的
な

枠
組
を
全
て
の
人
々
に
示
し
て
も
く
れ
ず
、
自

分
な
り
に
模
索
し
て
探
さ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、男
女
共
同
参
画
の
目
指
す
も
の
は
、

男
と
女
の
生
き
ざ
ま
を
固
定
的
に
方
向
付
け
て
き

た
枠
組
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
人
な
り
に

皆
と
共
同
し
て
関
わ
れ
る
社
会
と
言
え
よ
う
。
男

ら
し
さ
や
女
ら
し
さ
と
し
て
一
括
り
に
男
女
の
生

き
方
を
固
定
化
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
社
会
を
目
指
す
と
言
っ
て
も
よ
い
。

　

人
生
の
後
半
に
あ
っ
て
自
分
な
り
の
生
き
方

の
枠
組
を
模
索
し
な
が
ら
創
設
し
て
い
こ
う
と

い
う
挑
戦
こ
そ
、
現
代
の
高
齢
者
に
期
待
さ
れ

る
課
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。
固
定
観
念
に
縛
ら

れ
ず
に
、
周
囲
に
誇
れ
る
よ
う
な
自
分
ら
し
い

枠
組
を
次
世
代
に
示
し
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

仕
事
と
家
庭
が
両
立
し
、
働
き
甲
斐
の

あ
る
職
場
と
生
き
生
き
し
た
暮
ら
し
を
送

る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
は
、
男
性
も
女

性
も
家
事
や
育
児
、
介
護
の
責
任
を
と
も

に
担
い
、仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

こ
こ
数
年
で
働
く
人
の
意
識
は
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
女
性
に
と
っ
て
「
結
婚
や

出
産
を
し
て
も
仕
事
を
続
け
る
」
と
い
う

の
は
普
通
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
男
性
に
も
「
も
っ
と
家
庭

生
活
を
大
切
に
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る

人
は
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

ま
だ
ま
だ
女
性
に
と
っ
て
育
児
と
仕
事
を

両
立
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
り
、
男
性
は

仕
事
に
比
重
が
か
か
り
家
事
や
育
児
に
か

か
る
時
間
が
な
か
な
か
と
れ
な
か
っ
た
り

す
る
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

女
性
も
男
性
も
、
や
り
が
い
や
充
実
感

を
感
じ
な
が
ら
働
き
、
家
庭
や
地
域
生
活

な
ど
に
お
い
て
も
、
子
育
て
期
、
中
高
年

期
と
い
っ
た
人
生
の
各
段
階
に
応
じ
て
多

様
な
生
き
方
が
選
択
で
き
る
活
力
あ
る
社

会
に
な
り
ま
す
。

10
月
は「
仕
事
と
家
庭
を
考
え
る
月
間
」で
す

な
ぜ
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

が
必
要
な
の
？

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が

実
現
す
る
と
？

家家庭庭生生活活  仕仕   事事  

趣趣味味・・学学習習  

健健康康・・休休養養   

地地域域活活道道 

ワーク・ライフ・バランスのイメージ図

東京学芸大学教育学部教授
福富　護氏

7

※コラム出典：「男女共同参画の広報のために」（男女共同参画の広報啓発に関する研究所製作）

女性支援相談室・フリーダイヤルをご利用ください
■相談室開設日：毎月第１・３水曜日午後１時～５時　　■開設場所：有明農村環境改善センター内
■フリーダイヤル（平日、8 時 30 分～ 17 時）　 0120-786-054（なやむ・おごじょ）
■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　Tel	474-1111（内線 250・255）

51.2 

3.2 

16.7 

4.4 

14.7 

2.0 

7.8 
現実
（㌫）

※男女共同参画会議・少子化と男女共同参画に関する専門調査会 「少子化と男女共同参画に関する意識調査」（平成１８年）より作成

ワーク・ライフ・バランスの希望と現実

仕事優先 家事優先 仕事と家事優先

プライベートな時間優先 仕事とプライベート優先

家事とプライベート優先 仕事・家事・プライベートを両立

※希望に反して、仕事を優先している人が多い

2.3

5.5 5.8 29.9 12.2 12.2 32.0 
希望
（㌫）

（男性：既婚有業）
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■問い合わせ先　志布志市立図書館	　Tel	472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

図 書 館

情

報
■休館日（休館日は本館及び各分館・移
　動図書館車の全てが休みになります）
○ かみふうせん読み聞かせ会 14 時〜
○ 本館読み聞かせ会 14 時〜

毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」

新刊案内
■「セーヌの川辺」　池澤　夏樹　著

　パリ郊外のフォンテーヌブ
ローに活動の拠点を移した池澤
夏樹が日々の発見を織りまぜな
がら、変わりゆく日本と世界の
今を見つめる。「異国の客」に
よる思索のクロニクル、第 2弾。

■「ナオキをみんなと一緒に卒業させたい」
　　　　　　村上　淳子　箸
　ナオキをみんなと一緒に卒業さ
せたい。村田先生の思いを支えた
のは、同じクラスの仲間たちだっ
た。クラス担任として、ときに悩
み、ときに励まされながら生徒た
ちと歩んだ 2年間。実際の教育現
場をもとに描く、感動の物語。

  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「秋の味覚」

各分館の読み聞かせ会
■ 10 月 11 日（土）	 午前 10 時 30 分	 松山分館（やっちくふれあいセンター内）　読み聞かせ会
	 午前 10 時 30 分	 香月分館　　読み聞かせ会
	 午後				2 時	 安楽分館　　読み聞かせ会
■ 10 月 25 日（土）	 午前 10 時	 有明分館（改善センター内）　　読み聞かせ会
	 午前 10 時 30 分	 志布志分館　読み聞かせ会

今月のテーマ図書
「写真・ビデオ」

1

土

休館日カレンダー（本館）

November　11 月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8

October　1 0 月
日 月 火 水 木 金
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22

○

○

○

○
○

平成20年度 移動図書館車（がんがらちゃん）下半期巡回日程表
コ
ー
ス

巡 回 場 所 巡 回 時 間 曜　日
巡　回　月　日

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月
Ａ 田之浦小学校 13:00～13:45 第2・4火曜日 28日 11日 9日 27日 10・24日 10日
Ｂ 田之浦中学校 13:10～13:50 第2・4水曜日 8・22日 12・26日 10日 14・28日 25日 11日
Ｃ 出水中学校 13:10～13:50 第2・4・5木曜日 9・23日 13・27日 11日 8・22日 12・26日 12日
Ｄ 森山小学校 13:00～13:45 第2～5金曜日 10・24日 14・28日 12日 9・23日 13・27日 13日
Ｅ 八野小学校 13:00～13:45 第1・3火曜日 7・21日 18日 2・16日 20日 3・17日 3・17日
Ｆ 潤ケ野小学校 13:00～13:45 第1～4金曜日 3・17日 7・21日 5・19日 16日 6・20日 6日

Ｇ 夏井集落
宝満住宅入口

10:00～10:30
10:40～11:00 第2・4土曜日 11・25日 8・22日 13・27日 10・24日 14・28日 14・28日

Ｈ
緑ケ浜団地前
海洋団地
関屋団地

10:00～10:30
10:40～11:10
11:10～11:20

第2・4日曜日 12・26日 9・23日 14・28日 11・25日 15日 15・29日

Ｉ ふれあい教室（体育館横） 13:00～13:30 第1～4木曜日 2・16日 6・20日 4・18日 15・29日 5・19日 5・19日

Ｊ 一丁田集落
志布志畜産

12:00～12:15
12:20～13:00 第1・3水曜日 1日 5日 3日 7日 4日 4日

※巡回日程については、都合（悪天候等）により、変更になることがあります。
※図書館利用者カードは、市立図書館 ( 本館 ･分館）･移動図書館車で使用できます。
※図書の貸出しは、1人 10 冊までです。
※図書館 ( 本館 ･分館 ) で借りた本も移動図書館車で返却できます。

　　

有
明
町
野
井
倉
中
肆
部
合
の
市
道
脇

に
、
長
さ
の
異
な
る
三
本
の
石
塔
が
並
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
は
市
の
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
「
肆
部
合
の
板
碑
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

る
よ
う
に
Ⅴ
字
形
の
刻
み
彫
る
方
法
）
で

刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
薬
師
如

来
の
梵
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
板
碑
の
下
部

に
は
「
暦

り
ゃ
く
お
う應

四
年
十
月
廿

に
じ
ゅ
う
ろ
く六

日
西
念
」

（
暦
應
四
年
は
一
三
四
一
年
）
の
刻
字
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
前
年
に
は
救く

に
い
ん

仁
院
（
今
の
松
山
・

志
布
志
・
有
明
東
部
）
を
領
し
て
い
た

楡に
れ
い
よ
り
な
か

井
頼
仲
が
大
慈
寺
を
建
立
し
、
北

ほ
く
ち
ょ
う
か
た

朝
方

の
足あ

し
か
が
た
だ
よ
し

利
直
義
が
宝
満
寺
に
仏ぶ

っ
し
ゃ
り
に
り
ゅ
う

舎
利
二
粒

を
奉
納
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
刻
字
が
示
す
時
期
は
、
六
百
七
十

年
程
前
か
ら
約
六
十
年
間
、
朝
廷
が
二

つ
に
分
か
れ
、
国
内
に
戦
乱
が
続
い
た

「
南な

ん
ぼ
く
ち
ょ
う
じ
だ
い

北
朝
時
代
」
と
言
わ
れ
る
時
代
で
す
。

志
布
志
を
含
む
大
隅
半
島
で
も
同
様
に
南

朝
方
・
北
朝
方
に
分
か
れ
て
戦
乱
が
続
き

ま
し
た
。

　

昔
記
さ
れ
た
文
献
に
よ
る
と
、
南
朝
方

と
し
て
、
志
布
志
を
本ほ

ん
き
ょ拠
と
す
る
楡
井
頼

仲
と
高
山
を
本
拠
と
す
る
肝
付
兼
重
、
北

朝
方
と
し
て
、
足あ

し
か
が
た
か
う
じ

利
尊
氏
の
下げ

ち知
（
命

令
）
で
肝
付
兼
重
追つ

い
と
う討

の
た
め
に
日ひ

ゅ
う
が向

よ

り
南
下
し
た
畠

は
た
け
や
ま
た
だ
あ
き

山
直
顕
と
薩さ

つ
ま
し
ゅ
ご
し
き

摩
守
護
職
の

島し
ま
づ
さ
だ
ひ
さ

津
貞
久
が
大
隅
の
地
で
対
峙
し
て
い
ま

し
た
。

　
「
肆
部
合
の
板
碑
」
が
あ
る
場
所
も
、

当
時
、
楡
井
氏
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
板
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
の

は
「
暦
應
」
と
い
う
北
朝
方
の
年
号
で
す
。

　
「
肆
部
合
」
と
呼
ば
れ
る
土
地
は
、
昔

は
「
平ひ

ら

の
牧ま

き

」
と
い
わ
れ
、
馬
の
産
地
で

あ
っ
た
と
さ
れ
、
牧
に
関
す
る
伝
説
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。（「
有
明
町
の
文
化
財
」

第
６
集
に
紹
介
）

　

戦
い
に
お
い
て
、
馬
は
軍
馬
と
し
て
使

用
す
る
武
士
に
と
っ
て
、
馬
の
確
保
が
大

切
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
土
地
を
め
ぐ
っ
て
南
朝
方
と
北
朝
方
で

鎬
を
削
る
攻
防
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
三
本
の
板
碑
が
誰
に
よ
っ
て
建
て

ら
れ
た
の
か
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
だ
け
大
き
な
板
碑
を
建
立
し
た
こ
と

か
ら
、
南
朝
方
と
北
朝
方
と
の
長
く
続
い

た
戦
乱
の
中
で
犠
牲
と
な
っ
た
兵
を
供
養

を
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

板
碑
に
刻
ま
れ
た
文
字
は
、
古

い
に
し

え
の
時

代
の
人
の
世
の
は
か
な
さ
を
伝
え
る

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
私
達
に
物
語
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
板
碑
」
と
は
中
世
仏
教
で
使
わ
れ
た

供く
よ
う
と
う

養
塔
で
あ
り
、
板
状
に
加
工
し
た
石
材

に
梵ぼ

ん
じ字

（
仏
法
の
神
聖
な
文
字
）
な
ど
を

刻
ん
だ
も
の
で
す
。

　

地
元
で
は
こ
の
板
碑
が
建
て
ら
れ
て
い

る
場
所
を
「
キ
モ
イ
ド
ン
」
と
呼
び
、
昭

和
二
十
年
の
頃
ま
で
大
き
な
タ
ブ
の
木
が

立
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
志
布
志
市
内
に

お
い
て
も
こ
れ
だ
け
大
き
な
板
碑
は
珍
し

い
も
の
で
す
。

　

一
基
の
板
碑
は
上
部
が
わ
ず
か
に
残
る

の
み
で
、
残
り
の
二
基
に
は
梵
字
な
ど
が

刻こ
く
じ字
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
の
二
基
の
板
碑
の
う
ち
一
基
は
、
板

碑
の
上
部
に
大だ

い
に
ち
に
ょ
ら
い

日
如
来
を
示
す
「
バ
ン
」

の
文
字
を
、
も
う
一
基
の
板
碑
の
上
部
に

薬
師
如
来
を
示
す
梵
字
「
バ
イ
」
の
文
字

が
、
薬や

げ
ん
ぼ

研
堀
り
（
文
字
が
立
体
的
に
見
え

肆部合の石碑

■
第
六
話　

肆し

ぶ

あ

い

部
合
の
石い

た
び碑

21　市報しぶし■ 2008.10
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志
布
志
市
青
少
年
研
修
事
業
（
シ
ア

ト
ル
研
修
）
は
、
市
内
在
住
の
高
校
生
を

対
象
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
シ
ア
ト
ル
市

で
１
か
月
間
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら

ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
実
体
験
し
、
学
校
生

活
に
て
英
会
話
の
習
得
を
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
の
実

情
を
学
び
、
国
際
化
時
代
に
対
応
で
き

る
語
学
力
と
対
応
力
を
習
得
す
る
事
を

目
的
と
し
た
事
業
で
す
。
旧
志
布
志
町
時

代
の
平
成
６
年
度
よ
り
事
業
が
開
始
し
、

今
年
は
15
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
５
人
の
高
校
生
と
志
布
志

市
職
員
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修

で
は
、
学
校
の
ほ
か
に
カ
ナ
ダ
の
ビ
ク

ト
リ
ア
市
の
一
日
研
修
や
ボ
ー
イ
ン
グ

社
、
美
術
館
、
イ
チ
ロ
ー
や
城
島
選
手

が
活
躍
す
る
セ
イ
フ
ィ
コ
フ
ィ
ー
ル
ド

で
の
試
合
観
戦
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
こ
の
研
修
に
参
加
し
た
方
の

感
想
を
掲
載
し
ま
す
。（
掲
載
さ
れ
な

か
っ
た
分
に
つ
き
ま
し
て
は
志
布
志
市

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。）

　
　

ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
事

　　

行
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
な
。
私
が

シ
ア
ト
ル
研
修
を
終
え
て
、
一
番
思
っ

た
事
で
す
。

　

私
は
こ
の
シ
ア
ト
ル
研
修
で
、
英
語

だ
け
で
は
な
く
、
世
界
の
広
さ
や
、
文

化
の
違
い
、
人
の
温
か
さ
な
ど
、
日
本

で
は
学
べ
な
い
よ
う
な
事
を
た
く
さ
ん

学
び
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
日
本
と

違
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
毎
日
が
苦
労
の

日
々
で
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
学
ぶ
事
も

多
く
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
が
で
き
ま
し

た
。
中
で
も
多
く
の
事
を
学
ん
だ
の

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
日

本
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
目
を

見
て
礼
儀
正
し
く
と
い
っ
た
事
が
一
番

大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ア

メ
リ
カ
で
は
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
驚
い
た

事
に
対
し
て
声
を
張
っ
た
り
と
、
自
己

表
現
を
大
切
に
し
、
自
分
の
思
っ
た
事

を
素
直
に
表
現
し
、
相
手
に
伝
え
る
と

い
う
事
を
学
び
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に

は
自
由
で
実
力
社
会
で
自
己
主
張
が
で

き
、
日
本
の
狭
さ
や
自
由
の
な
さ
を
知

り
、
見
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ

ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
の
中
心
街
を
歩
く
と
必
ず
目

に
す
る
の
が
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
々
で
し

た
。
日
本
で
は
、
あ
ま
り
見
慣
れ
な
い

光
景
で
目
を
疑
い
ま
し
た
。
実
際
に
自

由
、実
力
社
会
と
い
う
言
葉
の
裏
に
は
、

実
力
の
あ
る
者
し
か
、
生
き
残
れ
な
い

と
い
う
怖
さ
や
平
等
と
い
う
言
葉
の
大

切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
過
ご
す
中
で
は
、
家
庭
の
温
か

さ
や
、
家
族
の
仲
の
良
さ
を
学
び
、
毎

日
ま
い
に
ち
た
く
さ
ん
の
経
験
を
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
学
校
で
は
、
英
語

だ
け
で
は
な
く
た
く
さ
ん
の
国
の
言
葉

や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
、
日
々
過
ご

し
て
い
く
中
で
他
国
の
友
達
も
で
き
、

充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
、
４
週
間
は
、

自
分
に
と
っ
て
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
、

何
か
を
与
え
て
く
れ
た
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
事
、
見
習

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
、
日
本
の
良

い
と
こ
ろ
を
自
分
の
将
来
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

出
会
い

　　

私
に
と
っ
て
こ
の
夏
は
一
生
忘
れ
ら

れ
な
い
夏
と
な
っ
た
。
７
月
19
日
、
私

は
成
田
空
港
を
旅
立
っ
た
。
飛
行
時

間
は
約
8
時
間
。
さ
す
が
に
体
が
き
つ

か
っ
た
。
シ
ア
ト
ル
タ
コ
マ
空
港
に
到

着
し
て
自
分
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

初
め
て
対
面
し
た
時
は
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
。
思
わ
ず
笑
顔
に
な
っ
た
。
そ

れ
は
、
不
安
よ
り
も
期
待
の
方
が
大
き

か
っ
た
か
ら
だ
。
と
に
か
く
英
語
が
好

き
で
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
自
分
の
目

で
見
て
体
験
し
た
く
て
、
そ
し
て
何
よ

り
海
外
に
短
期
留
学
し
た
い
と
い
う
以

前
か
ら
の
強
い
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
な

の
で
あ
ろ
う
。
言
葉
も
文
化
も
全
て
異

な
る
新
し
い
環
境
で
の
生
活
は
大
変
な

こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
た
く
さ

ん
の
人
と
の
「
出
会
い
」
が
私
の
支
え

だ
っ
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
私
の
こ
と
を

い
つ
も
気
に
か
け
て
く
れ
て
、
ま
た
と

て
も
優
し
く
接
し
て
く
れ
た
。
初
め
は

あ
ま
り
積
極
的
に
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
が
、
慣
れ
る
と
積
極
的
に

話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
の
話

し
た
英
語
に
文
法
ミ
ス
が
あ
る
と
間
違

い
を
教
え
て
く
れ
た
。
毎
日
が
と
て
も

楽
し
か
っ
た
。

　

私
は
、
学
校
に
も
3
週
間
通
っ
た
。

世
界
各
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
集

ま
っ
て
い
た
。
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き

た
。
先
生
方
も
と
て
も
優
し
い
先
生
ば

か
り
で
親
し
く
な
れ
た
。
楽
し
い
学
校

生
活
だ
っ
た
。

　

楽
し
い
こ
と
は
多
か
っ
た
が
、
私
は

貧
富
の
差
が
激
し
い
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
。
私
は
よ
く
ホ
ー
ム
レ
ス
を

見
か
け
た
。
明
る
い
街
だ
け
れ
ど
、
暗

い
一
面
も
あ
る
。
目
を
背
け
た
く
な
る

ほ
ど
悲
し
い
現
状
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
１
か
月
の
海
外
研
修

を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん

だ
。「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」、
私
は

自
分
の
目
で
見
て
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
し
て
、
い
つ
も
私
の
そ
ば
に

い
て
く
れ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
。
私

は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
大
好
き
だ
。

今
で
は
私
に
と
っ
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
は
「
第
二
の
家
族
」
で
あ
る
。
私

は
今
、
こ
の
広
い
世
界
で
こ
の
夏
出

会
っ
た
人
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
と

て
も
幸
せ
に
感
じ
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ

か
ら
も
人
と
の
「
出
会
い
」
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
。

　
　

一
か
月
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　

　

　

私
は
７
月
19
日
か
ら
８
月
19
日
ま
で

の
夏
休
み
中
の
１
か
月
間
、ア
メ
リ
カ
・

ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
で
過
ご
し
ま

し
た
。

　

な
ぜ
、
私
が
シ
ア
ト
ル
へ
行
っ
た
か

と
い
う
と
、
そ
の
き
っ
か
け
は
一
枚
の

プ
リ
ン
ト
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
プ
リ

ン
ト
に
は
夏
休
み
に
シ
ア
ト
ル
で
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
が
で
き
る
、
と
書
い
て
あ
り

ま
し
た
。
私
は
前
々
か
ら
英
語
が
好
き

で
機
会
が
あ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
紙

を
見
た
時
ま
っ
さ
き
に
行
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
研
修
に
応
募
し
て
自

分
の
思
い
を
書
い
た
作
文
を
送
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、面
接
が
あ
り
ま
し
た
。

私
を
含
め
、
面
接
会
場
に
は
八
人
の
人

が
い
ま
し
た
。
し
か
も
そ
の
う
ち
の
５

人
は
上
級
生
だ
っ
た
の
で
私
は
す
ぐ
に

不
安
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
け
れ

ど
、
私
は
「
自
分
は
も
し
落
ち
て
行
け

な
く
な
っ
て
も
来
年
が
あ
る
の
だ
か

ら
、
後
ろ
向
き
な
こ
と
を
考
え
ず
に
頑

張
っ
て
み
よ
う
。」
と
思
っ
て
自
分
の

あ
り
の
ま
ま
の
気
持
ち
を
審
査
員
の
人

達
に
伝
え
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
し
ま
い
、
気
が
つ
け
ば
私
は

ア
メ
リ
カ
に
い
ま
し
た
。
正
直
な
所
、

空
港
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
待
っ
て

い
た
間
は
不
安
が
嬉
し
さ
と
同
じ
く
ら

い
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
会
っ
て
お
し
ゃ

べ
り
を
し
て
い
る
間
に
そ
ん
な
考
え
は

ど
こ
か
に
吹
き
と
ば
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

留
学
の
中
で
一
番
楽
し
か
っ
た
こ
と

は
、
や
っ
ぱ
り
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

の
交
流
で
し
た
。
私
の
あ
ま
り
上
手
と

は
い
え
な
い
英
語
を
一
生
け
ん
命
理
解

し
よ
う
と
し
て
く
れ
た
り
、
自
分
の

思
っ
て
い
る
こ
と
を
な
る
べ
く
分
か
り

や
す
く
伝
え
て
く
れ
た
こ
と
は
、
と
て

も
嬉
し
い
で
し
た
。

　

悲
し
い
こ
と
や
、
つ
ら
い
こ
と
も
少

し
あ
っ
た
一
ヶ
月
の
留
学
で
し
た
が
、

そ
れ
以
上
に
楽
し
い
こ
と
嬉
し
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
こ
の
1
か
月
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
英

語
を
、
そ
し
て
今
、
自
分
が
で
き
る
こ

と
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
研
修

　

志
布
志
市
青
少
年
研
修
事
業
（
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
研
修
）
は
、
市
内
在
住
の

小
学
生
（
５
・
６
年
）
と
中
学
生
を
対

象
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
で
３
週
間
、
鹿
児
島
県
内
の
他
市

町
村
の
研
修
生
と
と
も
に
、
中
学
生
グ

ル
ー
プ
と
小
学
生
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
、
県
内
の

研
修
生
同
士
の
交
流
や
、
ア
メ
リ
カ
で

の
家
庭
及
び
学
校
生
活
に
て
異
文
化
・

異
言
語
を
体
験
し
、
自
己
の
確
立
と
自

立
心
を
学
び
と
る
事
を
目
的
と
し
た
事

業
で
す
。

　

旧
松
山
町
時
代
よ
り
開
始
さ
れ
た
事

業
で
今
年
度
は
６
人
の
中
学
生
と
３
人

の
小
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
こ
の
研
修
に
参
加
し
た
方
の

感
想
を
掲
載
し
ま
す
。（
掲
載
さ
れ
な

か
っ
た
分
に
つ
き
ま
し
て
は
志
布
志
市

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。）

　
　

改
め
て
感
じ
た
人
の
優
し
さ

　　

わ
た
し
は
、
今
回
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ

て
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
体
験

は
、
人
の
優
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
い
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
着
い
た
初
日
は
、
わ
た

し
を
含
め
た
日
本
人
の
生
徒
は
み
ん
な

浮
か
れ
て
い
て
、
会
う
人
全
て
に
手
を

ふ
り
「
ハ
ロ
ー
！
」
と
言
っ
て
あ
い
さ

つ
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

も
し
、
日
本
で
外
国
人
が
同
じ
よ
う

な
こ
と
を
し
て
き
た
ら
、
わ
た
し
日
本

人
は
、
苦
笑
い
で
返
す
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
人
々
は
、
誰
一
人

と
し
て
嫌
な
顔
を
せ
ず
、
み
ん
な
笑
顔

で
手
を
ふ
り
あ
る
人
は
何
か
話
し
か
け

て
く
れ
、少
し
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、

ま
た
あ
る
人
は
日
本
語
で
日
本
の
ア
ニ

メ
の
マ
ネ
を
し
て
下
さ
っ
た
人
も
い
ま

し
た
。

　

英
語
を
教
え
て
下
さ
っ
た
２
人
の
ア

メ
リ
カ
人
の
先
生
方
も
と
て
も
優
し

か
っ
た
で
す
。
授
業
の
時
に
は
、
分
か

り
や
す
い
説
明
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
と
、
わ
た
し
た
ち
の
、
か
た
こ
と
で

分
か
り
に
く
い
会
話
で
も
喜
ん
で
話
し

て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
も
心
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
生
活

で
す
。
赤
の
他
人
に
も
関
ら
ず
、
わ
た

し
に
家
族
の
一
員
の
よ
う
に
し
て
接
し

て
く
れ
ま
し
た
。
な
の
で
、
わ
た
し
も

本
当
の
家
族
の
よ
う
に
甘
え
、
接
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
わ
た
し
に

分
か
り
や
す
い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
話
し

て
く
れ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
と
を
た

く
さ
ん
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
研
修
で
目

標
と
し
て
い
た
英
語
力
の
上
達
は
、
日

本
人
の
友
達
と
授
業
を
受
け
た
だ
け
で

は
上
達
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
も
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
一
緒
に

生
活
し
て
い
く
中
で
わ
た
し
に
与
え
て

く
れ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
研
修
に

行
く
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
な
の
で
、
ま
た
将
来
、

今
度
は
自
分
の
力
で
ア
メ
リ
カ
へ
行
け

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

志
布
志
っ
子
世
界
に
羽
ば
た
く

研修で新しい友情も芽生えました

カリフォルニア研修で多くのことを学びました

現地の学校に通いました

買い物など日常生活も体験しました

大リーグを観戦しました

今回の研修でシアトルの自然と文化について学びました
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郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

　さんふらわあでは、船内売店でしか買えないオリジナ
ルグッズが数多くあります。
　タオルやＴシャツ、帽子、ボールペン、シャープペン
シルと様々です。
　今回は、さんふらわあ志布志航路利用促進協議会の提
供で、さんふらわあグッズの中でも特に人気のある「ク
ルッピー」を市報しぶしの読者プレゼントで 5人の方
に差し上げます。
　応募の際は、さんふらわあ利用についてや志布志市に
ついての皆様からのご意見もお聞かせください。

　ゼンマイ仕掛けの「クルッ
ピー」はケースのフチにさし
かかってもクルッと回って落
ちません（条件あり）。受験生
のお守りにいかが？（700 円）

「クルッピー　さんふらわあ」
　全長約 6.6cm
　全幅約 3.5cm
　全高約 4.2cm

2�　市報しぶし■ 2008.�

　お便りをくださった方の中
から抽選でひまわり券 5 枚
と、人気沸騰中のさんふらわ
あグッズ「クルッピー」を 5
人の方にプレゼントします。
（発表は発送をもってかえさ
せていただきます）

（No.034/2008-10）

　　　優
ゆうさく

作さん　　　　　　　　　　　　　26 歳（有明町原田）
職業：あおぞら農業協同組合
趣味：歌う
余暇の過ごし方：ゴロゴロ（たまに青年団）
理想の異性：笑顔がかわいい人
今のお仕事はどうですか：たっ・・・楽しいです・・・(^^)v
友人（のんのんさん（青年団員））から一言：
　一見クールですが、笑顔がとってもチャーミング☆
　青年団ではムードメーカー的存在で、そのうえしっかり者（！）の兄貴
分！鼻歌はあまりいただけませんが、歌声は素敵です♪
　これからも青年団活動、共に楽しんでいきましょうね。

キラリ青春に登場してくださる方を募集
しています。自薦他薦は問いません。市
報担当までご連絡ください。
　　■連絡先　℡ 474-1111（内線 215）

野村さん（90 歳）　　　　　　　　　	　　　　　　有明町野井倉
　野村さんは「自分でもびっくりするぐらい元気」と話すとおり、と

ても元気なおばあちゃんです。連日、愛用のシルバーカーを押して約
500㍍離れたグラウンドゴルフの練習場に出かけて仲間とともにグラウン

ドゴルフに精を出しています。また、練習場までのコースでマイロードクリー
ン大作戦に参加して、週に 1度は道路に落ちているごみを拾っています。「昔は、

ごみがたくさん落ちていたけど最近はきれいになりました」と笑います。
　現在は、子ども夫婦と同居していますが「自分で好きなものを食べたいから」と自
炊をしています。家事全般もこなし、朝は 6時 30 分位に起床して、大好きな時代劇の
テレビ放送があると寝るのは 10 時過ぎになります。なんでもおいしく食べるのが元気
の秘訣です。最近は、自宅の前の家庭菜園で早くも冬野菜の栽培も始めています。
　終戦直後は、職人の夫とともに子育てに精を出し、苦しい時代を乗り越えました。
現在は、子ども夫婦が共働きだったため、一緒に育てた孫も全員自立しましたが、た
まに会えるのを楽しみに元気を振りまきながら幸せいっぱいに暮らしています。

　　　陽
ひなた

向ちゃん（1歳 11 か月）
　　　　　　　　（志布志町安楽）
父　孝臣さん　母　綾子さん

　リズムに合わせて歌ったり踊ったり
するのが大好きです。
　最近はおしゃべりも増え、表情や表
現も豊かになり益々やんちゃ坊主に
なってきました。
　名前のように太陽に向かって元気に
たくましく、ぽかぽかと心の温かい人
に育ってね。
　いつも笑顔と幸せをありがとう！

（両親より）

　　　李
りおん

音ちゃん（4歳）　　　（有明町山重）
　　　心

ここね

音ちゃん（2歳）
父　学さん　母　さおりさん

　妹思いの優しい李音は歌とおどりが大好き
で、プリキュアに夢中です。妹の心音はお姉
ちゃんの真似をしながら、のびのびと遊んで
いる幸せ者。
　2人は誕生日が同じ仲良し姉妹です。皆さん、
どうぞよろしくお願いします。　　（両親より）
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「
篤
姫
と
薩
摩
」

　

～
薩
摩
の
先
人
た
ち
の
教
え
～

平
成
20
年
度
宇
都
中
学
校
教
育
講
演
会

　

天
璋
院
（
篤
姫
）
が
活
躍
し
た
時
代
も

薩
摩
の
先
人
た
ち
は
、
後

輩
の
教
育
に
熱
心
で
し
た
。

現
代
人
が
忘
れ
か
け
て
い

る
教
育
の
原
点
を
薩
摩
の

先
人
が
語
り
か
け
ま
す
。

■
日
時　

11
月
５
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

19
時
～
20
時
30
分

■
場
所　

宇
都
中
学
校
体
育
館

■
申
込
方
法　

参
加
さ
れ
る
方
の
お
名
前

と
人
数
を
10
月
28
日
ま
で
に
、
宇
都
中
学

校
教
頭
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
講
師　

福
田
賢
治
先
生
（
元
鹿
児
島
市

立
清
水
中
学
校
長
。
退
職
後
、
鹿
児
島
市

維
新
ふ
る
さ
と
館
で
歴
史
解
説
員
を
さ

れ
、
平
成
19
年
か
ら

館
長
。
テ
レ
ビ
解
説

な
ど
多
数
出
演
。
初

任
地
は
宇
都
中
学
校
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込　

宇
都
中
学
校

　

℡
４
７
５
ー
０
１
１
５
（
教
頭
・
福
水
）

　

Fax
４
７
５
ー
２
３
９
２

※
郷ご

じ
ゅ
う中
教
育
と
は
、
鹿
児
島
県
に
古
く
か

ら
伝
わ
る
薩
摩
藩
の
師
弟
教
育
で
、
教
育

の
内
容
は
「
心
身
を
鍛
錬
せ
よ
」「
嘘
を

言
う
な
」「
負
け
る
な
」「
弱
い
も
の
い
じ

め
を
す
る
な
」
等
か
ら
な
る
教
え
で
す
。

大
変
た
め
に
な
る
話
で
す
の
で
、
多
く
の

方
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

読者プレゼント

さんふらわあクルッピー
読者プレゼント

　　　心
こはる

春ちゃん（5歳）	（松山町尾野見）
　　　心

さねとも

与ちゃん（3歳）
　　　父　晃一さん　母　恵美子さん
　しっかり者でおしゃれ大好きな心春。エプ
ロンをしてお母さんのお手伝いをよくしてく
れます。
　甘えん坊でお父さんの軽トラが大好きな心
与。ペットのコッコちゃん（にわとり）の卵
を生で “ゴクッ ”と飲むのが日課です。
　いつまでも仲良くね♡　　　　（両親より）

あ
た
や
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さ
つ
ま
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

三さ
ん
ど食
と
め
味み
そ
し
ゅ

噌
汁
ゆ
ば
飲の

ん
年と
し
な
も
ん

寄
者	

木
藤　

富
美

多う

け
孫ま
ご

い
少す
っ

ね
臍へ
そ
く繰

ゆ
握に
ぎ

ら
せ
っ	

竹
ノ
内
零
余
子

彼ひ
が
ん
ば
な

岸
花
野の

や山
め
咲せ

ち
ょ
れ
ば
絵え

に
も
な
っ	

野
村　

三
味

雨あ
め
よ
ほ

予
報
が
外は
ず

れ
っ
嬉う
れ

し
運う
ん
ど
か
い

動
会	

樋
渡
草
団
子

恐お

じ
世せ

そ相
い
毎め
ば
ん晩

娘こ

の
無ぶ

じ事
確た
し

か
め
っ	

満
留　

ぐ
み

接て
し
ま
え

待
役
ん
下げ

こ戸
が
真ま

っ
先さ

き
ち
酔よ

く
ろ
っ	

新
地　

十
意

会か
い
ぎ
ち
ゅ

議
中
も
帽ぼ
子
し
ゃ
脱ぬ

が
な
ら
ん
少す
っ

ね
髪か
ん	

末
村　

琢
詩

多ふ額
て
薬や

っ代
で
隠い
ん
き
ょ居

ん
財ふ

ぞ布
は
音ね

を
上あ

げ
っ	

橋
口　

笑
二

一い
っ
ど度
ど
ま
居い
ざ
か
や

酒
屋
タ
ク
シ
乗の

ろ
ご
ち
ゃ
っ	

福
山　

吉
連

お便り市民のこえに今月は 7通のお便りを頂きました。読者プレゼントのひまわり券
とクルッピーは 5人の方に差し上げます。（コメントの記入をお願いします）

短
歌
（
は
な
さ
い
短
歌
会
）

黒
潮
は
母
の
ぬ
く
も
り
は
る
ば
る
と
万
里
を
め
ぐ
り
潮
騒
を
生
む	

南　
　

史
郎

夕
映
え
や
黄
金
の
波
に
蝉
し
ぐ
れ
手
し
お
に
か
け
た
稲
穂
が
み
の
る	

内
山　

幸
男

去
年
ま
で
案
山
子
夫
婦
が
住
ん
で
い
た
売
り
地
に
秋
の
風
吹
き
渉
り	

江
口
さ
く
ら

国
技
と
う
誇
り
を
忘
れ
強
さ
の
み
を
追
う
お
ろ
か
さ
を
嘲わ

ら笑
う
秋
風	

篠
田　

紀
子

焼
酎
の
イ
メ
ー
ジ
壊
す
汚
染
米
ど
こ
ま
で
広
が
る
不
安
な
ニ
ュ
ー
ス	

東
郷
ミ
イ
子

秋
ひ
と
日
殻
つ
き
胡
桃
割
る
媼
栗
毛
の
馬
を
原
に
放
ち
て	

肥
後　

洋
子

遥
か
な
る
入
道
雲
は
峰
高
く
仁
王
の
ご
と
く
地
変
見
下
ろ
す	

満
園　

正
夫

軽
や
か
に
秋
風
に
乗
り
聞
こ
え
く
る
焼
酎
工
場
の
芋
洗
う
音	

渡
辺
ク
ミ
子

　
　
　
　

▼

　

素
敵
な
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
の
イ
ラ
ス
ト

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ
ん
ふ

ら
わ
あ
に
乗
り
た
い
と
い
う
熱
い
思
い

が
伝
わ
る
イ
ラ
ス
ト
で
す
。

山
に
一
緒
に
登
り
ま
せ
ん
か
？

　

私
は
山
登
り
の
会
を
も
ち
、
日
本
中

の
山
に
登
り
ま
す
。

　

会
の
総
長
は
世
界
の
山
を
隊
長
と
し

て
登
頂
さ
れ
た
方
で
す
。
ま
た
、
会
の

創
設
者
は
日
本
名
山
や
多
く
の
山
を
歩

か
れ
た
方
で
す
。
私
は
志
布
志
か
ら
各

地
の
山
、
ま
た
大
隅
の
山
を
数
多
く

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
歩
い
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
や
エ
コ
に
つ
い
て
も
大

自
然
の
中
へ
歩
い
て
い
る
と
日
々
の
生

活
の
中
の
小
さ
な
エ
コ
も
真
剣
に
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
山

や
川
や
風
や
木
や
花
の
す
ば
ら
し
さ
を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

鹿
児
島
山
楽
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
く
だ
さ
い
。
楽
し
い
山
行
き
を
し

ま
し
ょ
う
。（
タ
マ
ち
ゃ
ん
50
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

山
歩
き
楽
し
そ
う
で
す
ね
！
珍
し
い
写

真
や
美
し
い
風
景
写
真
な
ど
撮
れ
ま
し

た
ら
ま
た
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
年
前
の
ひ
ま
わ
り
の
種

　

２
年
前
の
ひ
ま
わ
り
の
種
を
今
年
４

月
に
蒔
き
ま
し
た
！
し
ば
ら
く
し
て
大

小
あ
り
そ
れ
で
も
美
し
い
「
向
日
葵
」

の
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
近
所
の
人
た
ち

が
び
っ
く
り
し
て
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

私
の
方
も
花
が
咲
い
て
く
れ
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
け
ど
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

（
花
お
ば
さ
ん
57
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

私
も
横
着
し
て
何
年
も
前
の
ひ
ま
わ

り
の
種
が
あ
っ
た
の
で
蒔
い
て
み
た
と

こ
ろ
、
元
気
に
育
っ
て
驚
き
ま
し
た
。

自
然
の
力
と
い
う
の
は
本
当
に
す
ば
ら

し
い
も
の
で
す
ね
。

子
ど
も
た
ち
に
遊
ぶ
と
こ
ろ
を
！

　

市
報
し
ぶ
し
の
発
行
を
い
つ
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
志
布
志
に
は
自
然

が
い
っ
ぱ
い
あ
り
と
て
も
気
持
ち
が
い

い
で
す
ね
。

　

一
つ
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
（
特
に
小
学
生
）
が
自
由
に
遊
べ

る
児
童
館
を
作
っ
て
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
？
雨
の
日
、
暑
い
日
、
寒
い

日
に
遊
ぶ
所
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
い
つ

も
思
っ
て
い
ま
す
。
友
達
づ
く
り
に
も

役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
だ
け
で
は
子
育
て
し
や
す
い

「
ま
ち
」
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。ご
検
討
お
願
い
し
ま
す
。

　

８
月
の
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
は
と
て
も

喜
ん
で
い
ま
し
た
。
次
回
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
３
児
の
母
さ
ん
34
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

ご
提
案
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
で
は
現
在
、
民
間
保
育
園
等
で
小
学

生
の
低
学
年
を
対
象
と
し
た
「
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
（
学
童
保
育
）」な

ど
、既
存
の
施
設
を
活
用
し
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
体
育

施
設
や
公
園
等
の
公
共
施
設
も
市
民
の

皆
様
に
多
目
的
に
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
利
用
促
進
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
29
㌻
で
紹
介
し
て
い

ま
す
よ
う
に
公
立
保
育
所
の
民
間
移
管

も
す
す
め
て
お
り
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（内容によっては一部
修正して掲載する場合もあります）
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します。
内容につきましては紙面の都合
で割愛する場合があります）

短
歌
（
南
船
志
布
志
短
歌
会
）

思
い
切
り
夢
を
伸
し
て
夕
顔
は
寡
婦
な
が
き
人
の
ガ
ラ
ス
戸
か
く
す	

竹
永　

ナ
ミ

靑
嵐
孫
は
か
ご
め
の
唄
の
中
息
子
は
い
つ
も
嫁
の
言
い
な
り	

暉
峻　

康
瑞

お
月
様
願
い
事
だ
け
手
を
合
は
す
そ
ん
な
私
を
今
夜
も
照
ら
す	

池
ノ
上
一
枝

賜
り
し
帆
立
の
呟
き
幼
の
手
挟
ま
れ
喚
く
昼
の
ひ
と
と
き	

折
田　

す
ず

炎
天
下
ひ
ま
わ
り
畑
の
み
ご
と
な
る
ゴ
ッ
ホ
の
絵
を
ば
思
ひ
出
す
如	

岡
元　

初
子

夜
遅
く
志
布
志
は
雨
の
予
報
な
り
恋
し
き
人
を
待
つ
ご
と
寝
に
つ
く	

児
玉　

末
子

咲
き
満
つ
る
日
々
草
は
風
に
ゆ
れ
我
の
迷
ひ
と
花
を
も
散
ら
す	

竹
永　

里
子

曽
孫
ら
の
舞
台
に
踊
る
所
作
の
良
さ
ハ
イ
ヤ
ハ
イ
ヤ
と
う
ち
わ
振
り
つ
つ	

外
山　

善
恵

一
切
を
心
得
て
ゐ
る
三
才
児
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
目
を
空
け
て
ゐ
る	

西
江
美
津
子

残
暑
ま
だ
さ
め
や
ら
ぬ
中
夜
の
虫
窓
辺
に
寄
り
て
秋
連
れ
て
来
る	

林　
　

靜
子

菜
園
の
名
知
ら
ぬ
草
を
外
来
種「
あ
た
い
も
知
い
も
は
ん
」農
家
の
奥
さ
ん	

平
川　

澄
子

駆
足
で
日
が
沈
み
ゆ
き
地
上
に
は
納
得
出
来
ぬ
人
ら
彷
徨
う	

益
倉　

睦
美

五
セ
ン
チ
に
満
た
ぬ
蜥
蜴
の
走
り
来
て
花
壇
の
へ
り
に
隠
れ
て
硯
く	

松
下　

芙
美

銀
杏
の
パ
ラ
ソ
ル
よ
り
も
お
陽
さ
ま
を
好
み
遊
べ
る
は
じ
け
る
子
ら
よ	

松
田　

和
子

こ
が
ね
色
に
耀
う
野
の
道
農
一
す
じ
に
生
き
来
し
母
の
不
意
の
ま
ぼ
ろ
し	

宮
原　

順
子

姑
さ
ん
の
命
日
に
合
は
す
手
の
向
こ
ふ
口
答
え
し
た
日
を
今
も
詫
び
ゐ
る	

山
田　

和
子

ト
ン
ボ
来
し
私
の
前
を
左
右
す
る
ま
た
来
て
お
く
れ
父
母
の
面
影	

山
元
ハ
ツ
ミ

悲
し
み
に
怒
り
は
消
え
ず
原
爆
忌
火
災
の
様
に
カ
ン
ナ
燃
え
咲
く	

岩
松
多
鶴
子

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
い
て

　

災
害
発
生
時
に
は
一
般
の
電
話
や
携
帯

電
話
は
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
、
ご
家
族

や
親
戚
・
知
人
の
安
否
を
確
認
す
る
こ
と

が
非
常
に
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
１
７
１
）」

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

災
害
時
に
比
較
的
つ
な
が
り
や
す
い
公
衆

電
話
か
ら
の
利
用
も
可
能
で
す
。

■
提
供
開
始

　

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
発
生
時
、
及
び

地
震
・
噴
火
等
の
発
生
に
よ
り
、
被
災
地

へ
向
か
う
安
否
確
認
の
た
め
の
通
話
等
が

増
加
し
、
被
災
地
へ
向
け
て
の
通
話
が
つ

な
が
り
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
側
で
速
や
か
に
利
用
可
能
と
し
ま

す
。 伝言を録音する場合

１７１　　１　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を 30秒以内で録音　　電話を切る

案内 案内

伝言を聞く場合
１７１　　２　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を聞く　　　　　   　　電話を切る

案内 案内

被災地での共通の電話番号になるため、ご家族、親戚等であ
らかじめ登録する番号を決めておいてください。自宅の電話
番号がよいでしょう。

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku  *2008.10

とても素敵なさんふらわあのイラスト（ドテチンさん14歳男性）

運動会の競技のひとこま（尾野見小学校の「ロールをころがせ」）
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申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
コ
ー

ナ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
で
は
ご
覧
に

な
れ
ま
せ
ん
。

市立保育所の民間移管について
■民間移管の目的
　現在、市においても、少子化の進行は著しく、子どもの数は減っています。本市の就学前児童の人口は、平成 13
年の 1,888 人から平成 19 年には 1,709 人と、9.5％減少しています。
　その一方で、勤務形態の変化・女性の社会進出などにより、保育所に入所する児童は平成 13 年の 987 人から平成
19 年の 1,118 人（市内保育所への入所者数）と年々増加傾向にあり、今後も、保育サービスの利用を希望する人は
増えていくと予想され、勤務形態に対応した延長保育など、保護者が求める保育ニーズも多様化しています。
　それらの保育ニーズに柔軟かつ弾力的に対応できる民間の役割は非常に大きく、民間活力の導入により、多様で柔
軟な保育サービスの拡充、創意工夫による保育所の効率化と個性化を推進し、保護者の利便性の向上を目指します。
■民間移管の対象となる保育所　市により設置されている 6公立保育所（城南・みどり・さゆり・有明・蓬原・野神）

■実施が見込まれる新たな保育事業
○乳児保育
⇒ 0歳児の保育を行います。
○延長保育
⇒通常の開所時間の前後に、時間を延長して保育を行いま
　す（市内の民間保育所の現状の多くは 1時間の保育時間
　の延長により 19 時まで）。
○一時保育
⇒保育の実施の対象とならない児童の保護者の病気・災害
　などに伴う、心理的・肉体的負担の解消などのため、緊急・
　一時的に保育を行います。
○休日保育
⇒保護者の日曜・祝祭日の勤務などにより、保育できない
　場合に保育を行います。
○障害児保育
⇒保育所入所の条件を満たし、集団保育が可能で日々通園
　できる障害児の保育を行います。
○土曜日平常保育
⇒土曜日についても、平日と同様な保育を行います。

■保育事業以外で実施が見込まれる事業
○放課後児童健全育成事業（学童保育）
⇒保護者が労働等により昼間家庭にいない世帯で小学校に
　就学しているおおむね 10 歳未満の児童に対し、授業の終
　了後に適切な遊び及び生活の場を与えて、その健全な育
　成を図ります。

■保育所民間移管に関するQ&A
Ｑ　保育所とは？
ａ　保護者が働いているなどの何らかの理由によって保育
　　できない子供を預り養育する通所の施設です。
Ｑ　いつから民営化？
ａ　保護者の理解が得られたと判断される保育所から移管
　　の手続きを進めてまいります。最短は平成 21 年 4月 1
　　日を目標として進めています。
Ｑ　民営化によって、保育料は変わりませんか？
ａ　認可保育所における入所決定及び保育料は、従来通り、
　　市により公立・私立とも同じ基準で行いますので、民
　　営化によって保育料が変わるということはありません。
Ｑ　民営化後はどうなるの？
ａ　保育所は民営化により設置運営主体が変わるだけで、　
　　廃止してなくなるのではありませんので、地域での保
　　育所の役割や必要性は変わりません。民間活力の導入
　　により柔軟に多様な保育ニーズに対応できるよう体制
　　の整備を図ります。また、各保育所では、保護者から
　　の苦情・相談などについての窓口を設置し、それらに
　　対応します。さらには、各保育所の保育方針や運営状
　　況を把握し、協議しながら、国の保育指針に基づいた、
　　指導・監督を行ってまいります。
Ｑ　新たな保育サービスについては市内の保育所で統一的
　　な取り組みがされるの？
ａ　現在、市内の民間保育所では、延長保育事業や一時保
　　育事業など様々なサービスが実施されていますが、事
　　業によっては人的配置を必要とする場合もありますの
　　で、保護者の需要に応じた実施になると考えられます。
Ｑ　移管先の決定方法は？
ａ　法人募集にあたっては、移管条件を示した上で、応募し
　　ていただきます。その後、有識者や保護者代表者などか
　　らなる選考委員会において、応募法人の保育理念、運営
　　状況や実績等を書類審査し、理事長や施設長等へのヒア
　　リングを通して移管先法人の候補を決定します。そして、
　　議会の議決を得た時点で移管先法人が決定となります。

※受託を希望する法人等の方々へ
　募集要項・提出書類など詳細については、平成 20 年 10
　月 10 日から市ホームページに掲載しておりますのでご
　覧ください。

志布志地区秋の芸術祭
■場所　志布志市文化会館
■日時
　前夜祭　11 月 2日（日）　18 時～
　本祭　　11 月 3日（月）　			9 時 30 分～
※豪華景品があたる抽選会があります。
※有用品バザー・野点など盛りだく
　さんのプログラムで皆さまのご来
　場をお待ちしています。
■問い合わせ先　志布志市文化会館
　　　　　　　　　℡ 472-3050

市の人口　　8月 31 日現在
人　口	 34,805 人	 	 （△ 11）
				男	 16,362 人	 	 （△ 3）
				女	 18,443 人	 	 （△ 8）
転　入	 86 人	 　転　出	 　99 人
出　生	 31 人	 　死　亡	 　29 人
世帯数	 15,669 戸	 	 （△ 6）

 志布志港　平成 20 年 7月分

　①入港隻数	 	 49 隻
　　（日本 0、外国 49）
　②輸出	 11 億 87 百万円
　③輸入	 113 億 79 百万円

資料　鹿児島税関支署

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



けいさつからのお知らせ

みんなの国保！

※現在「平成 21 年（度）における高齢者医療の負担のあり方」について、国において様々な見直しが検討されております。
　具体的なものが分かり次第、お知らせします。
■問い合わせ先　市役所保健課　℡ 474-1111（内線122～124）　税務課（内線 142 ～ 146）

高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成20年7月分療養給付費等の状況です。

一 般 207,712,545 円
退 職 6,481,214 円
後期高齢者支援金 42,950,000 円
介 護 納 付 金 17,955,000 円
合 計 275,098,759 円
国保1人あたり平均 22,657 円
　この金額は、国民健康保険に加入してい
る皆さんが医療機関等で診療したものに対
し、市（国保）が支払った医療費です。
■負担内訳です。（一般分）

医 療 費 総 額 283,280,288 円
市（
国
保
）負
担

療 養 給 付 費 207,712,545 円
高 額 療 養 費 22,734,770 円
他 法 負 担 8,399,441 円

本 人 負 担 44,433,532 円
医療費総額の約 84.3％を市（国保）が負担しています。
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年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
を
！

■
国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除

　

の
対
象

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額

が
所
得
税
・
市
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、
毎
年
1
月
1

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
納
付
（
納

付
見
込
み
を
含
む
）
し
た
国
民
年
金
保
険

料
の
額
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
等
が
必

要
で
す
。

■
毎
年
11
月
上
旬
に
送
付

　

生
命
保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
控
除
証

明
書
と
同
様
に
、
1
年
間
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
（
ハ
ガ
キ
）」
が
、
社
会
保
険
庁
か
ら
毎

年
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

証
明
内
容
は
、
本
年
1
月
か
ら
10
月
1

日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保

険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る

場
合
の
納
付
見
込
み
額
で
す
。

■
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
場
合

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た

場
合
な
ど
、
10
月
2
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
翌
年
2
月
上
旬
に
同
様
の

証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
は
世
帯
で
連
帯
し
て
納
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険
者
本
人

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
世
帯
の
世
帯
主
及

び
配
偶
者
も
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
は
、
そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納
付
し

た
方
の
所
得
税
・
市
民
税
の
控
除
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
等
の
手
続
き

の
際
に
ご
自
身
の
社
会
保
険
料
の
額
と
合

算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
場
合
、家
族
の
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
も
申
告

す
る
方
の
申
告
書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
鹿
屋
社
会
保
険

事
務
所
（
℡
０
９
９
４
ー
42
ー
５
１
２
１
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

（http://w
w

w
.sia.go.jp

）
で
も
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
べ
て
の
現
役
年
金
加
入
者
に

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
き
ま
す

　

平
成
20
年
６
月
よ
り
、
国
民
年
金
、
厚

生
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
々
に
、
順

次
、
年
金
加
入
記
録
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

ご
自
宅
又
は
お
勤
め
の
会
社
に
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
訂
正
の
有
無
等
を
ご
記

入
の
う
え
、
返
信
用
封
筒
で
回
答
票
を
送
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

今月の納税 納付期限　10 月 31 日（金）　     口座振替日　10 月 27 日（月）
 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

国民健康保険税（6 期）　介護保険料（6 期）　後期高齢者医療保険料（6 期）　市県民税（3 期）

災
害
に
遭
っ
た
と
き
の
税

　

風
水
害
、
火
災
、
震
災
な
ど
の
災
害
に

よ
っ
て
、
住
宅
や
家
財
な
ど
に
被
害
を
受

け
た
場
合
に
、
そ
の
程
度
に
応
じ
て
市
税

の
軽
減
や
免
除
な
ど
の
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
措
置
を
受
け
る
に
は
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
こ
と
と
、
申
請
が
必
要

で
す
。

■
対
象
の
市
税

　

①
固
定
資
産
税　
　
　

②
市
民
税

　

③
国
民
健
康
保
険
税

※
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
に
つ
い
て
も
災
害
減
免
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
減
免
の
申
請
等

　

減
免
に
つ
い
て
は
、
被
害
を
受
け
た
日

以
後
の
納
期
の
末
日
が
到
来
す
る
税
額
に

つ
い
て
減
免
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

災
害
減
免
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
被
害

を
受
け
た
日
か
ら
30
日
以
内
、
納
期
限
７

日
前
ま
で
に
所
定
の
申
請
書
の
提
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

減
免
に
つ
い
て
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
庁
税
務
課
、
松
山
支
所
市
民
課
、

志
布
志
支
所
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

国
税
に
関
す
る
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
隅
税
務
署（
℡
４
８
２
ー
０
０
０
７
）へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

平成 20 年度の高齢者医療制度が改善されました
　国による「高齢者医療の円滑な運営のための負担の軽減等について」の決定を受け、次の点が改善されました。

◎ 75 歳からの長寿（後期高齢者）医療制度の改善

 改善策①　所得の低い方の保険料を
 　　　　　さらに軽減しました
　該当する方には、保険料額の変更通知をお送りして
います。
１. 基礎年金だけで暮らしているなど所得が低い世帯の方
	１人当たりの定額の保険料（均等割）　　		8.5 割軽減
　保険料の均等割額が7割軽減されている方は、一律8.5
割軽減に拡大されました。
２. 住民税非課税など所得の低い方
（年金収入で 153 万円から 211 万円までの方や「課税の
もととなる所得金額」が 58 万円以下の方）
 　　所得に応じた保険料（所得割）　　　			50％軽減
　保険料の所得割額が原則一律 5割軽減されました。
※この 50％軽減により、年間保険料が減額になる方
については、年金からの保険料引き落としができなく
なります。
　納付書又は口座振替で納付していただきます。

【保険料の仕組み】

　保険料　＝　１人当たりの定額の保険料（均等割）
　　　　　＋　　　所得に応じた保険料（所得割）

改善策②　年金からの引き落としに
　　　　　代えて保険料の口座振替が
　　　　　できるようになりました。
　年金からの引き落としに代えて、下記の方は、申し出て
いただければ、保険料を口座振替で納めていただけます。

※後期高齢者医療保険料に係る社会保険料控除の適用について
　所得税・住民税の社会保険料控除について、年金から
の引き落としによる支払いの場合、年金受給者本人のみ
社会保険料控除が適用されます。
　今回の制度見直しにより、年金からの引き落としに代
えて、被保険者の世帯主又は配偶者が口座振替により保
険料を支払うことを選択できるようになりました。
　このような場合には、口座振替によりその保険料を支払っ
た世帯主又は配偶者に社会保険料控除が適用されます。
■制度の運営主体である鹿児島県後期高齢者医療広域連合
議会の審議内容等は、こちらで確認できます。⇒	http://
www.kagoshima-kouiki.jp（県広域連合ホームページ）

◎ 74 歳までの国民健康保険制度の改善 
 改善策③　年金からの引き落としに代えて
 　　　　　国保税の口座振替が
 　　　　　できるようになりました。
　10 月から 65 歳から 74 歳までの世帯主の方は、国保税
の年金引き落としが始まりますが、右記の方は、申し出て
いただければ、国保税を口座振替で納めていただけます。

　

※次の方は、年金からの引き落
　とし対象外となっております。
●年金額が年額 18 万円（月額
　１万５千円）未満の方
●介護保険料と国保税額の合計
　が年金額の 1/2 を超える方

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
！

　

振
り
込
め
詐
欺
と

は
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」

「
融
資
保
証
金
詐
欺
」

「
架
空
請
求
詐
欺
」「
還

付
金
詐
欺
」
の
４
つ

の
形
態
の
総
称
で
す
。

　

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
は
、
ま
す
ま
す

深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
で

は
、
今
年
８
月
末
で
67
件
を
認
知
し
、
そ

の
う
ち
20
件
が
大
隅
地
区
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
に
入
り
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
悪
用
し
た
口
座

間
送
金
に
よ
る
振
り
込
め
詐
欺
が
急
増
し

て
お
り
、
警
察
で
は
金
融
機
関
と
協
力
し

て
「
も
し
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
に
遭
っ

た
場
合
に
」
そ
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
現
金
を
引
き
出

す
場
合
や
振
り
込
み
を
行
う
場
合
の
「
１

日
の
利
用
限
度
額
の
引
き
下
げ
」
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
金
融
機
関
の
窓

口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

いっと

待て！

●すぐに振り込ま
ない！

●ひとりで振り込
まない！

■問い合わせ先　本庁税務課　℡ 474-1111（内線 141）　松山支所市民課　℡ 487-2111（内線 230）　志布志支所税務課　℡ 472-1111（内線 221）
　　　　　　　　県税に関するものにつきましては、大隅地域振興局県税課（鹿屋）℡ 0994-43-3121 まで。

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所
　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所
　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
４
）

制度導入時から、世帯の所得が低い方は、
7 割、5 割又は 2 割が軽減されています。

年金収入でみた軽減イメージ
【夫婦世帯の例】
（妻の年金収入１３５万円以下の場合）

年金収入

７割軽減

８ ５割軽減

５割軽減
２割軽減

２１１万円
所得割賦課ライン
１５３万円

１６８万円 １９２．５万円 ２３８万円

減
所
得
割

拡大

賦
課
総
額

５０％軽

◎これまでの２年間、国保税
　の納め忘れがなかった方

本人の口座から

過去２年間
納め忘れナシ！

◎これまでの２年間、国保税
　の納め忘れがなかった方

本人の口座から

過去２年間
納め忘れナシ！ 本人に替って納付

世帯主や配偶者の口座から

◎年金収入180万円未満の方で、世帯
　主や配偶者が本人に替わって口座
　振替で保険料を支払ってくれる方

相談は、志布志警察署か最寄りの交番、駐在所へ！



C
ity

 in
f
o
r
m

a
tio

n
屋
外
広
告
物
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

　

屋
外
広
告
物
と
は「
常
時
ま
た
は
一
定

の
期
間
継
続
し
て
屋
外
で
公
衆
に
表
示

さ
れ
る
も
の
」で
、看
板
や
立
看
板
、
は
り

紙
、
は
り
札
、
広
告
塔
、
広
告
板
な
ど
の

こ
と
で
す
。
屋
外
広
告
物
が
無
秩
序
に
設

置
さ
れ
る
と
、
ま
ち
の
美
観
は
も
と
よ

り
、
事
故
な
ど
の
問
題
も
発
生
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
屋
外
広
告
物
の
設
置
に
は
、

ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

良
好
な
景
観
を
形
成
し
た
り
、
風
致

を
維
持
す
る
た
め
に
、
広
告
物
の
設
置

を
禁
止
し
て
い
る
物
件
が
あ
り
ま
す
。

違
反
し
た
場
合
は
、
罰
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
ほ
か
、
違
反
広
告
物
と
し
て
、

市
が
除
却
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
許
可
が
必
要
な
も
の
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
店
舗
や
会
社
に

表
示
す
る
店
舗
名
や
会
社
名
な
ど
の
公

告
物
も
、
一
定
の
表
示
面
積
を
超
え
る

場
合
は
許
可
が
必
要
で
す
。

※
許
可
申
請
、
手
数
料
の
額
な
ど
詳
し

　

く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
禁
止
物
件　

街
路
樹
、
信
号
機
、
道

路
標
識
、
電
柱
、
橋
、
ト
ン
ネ
ル
、
分

離
帯
、
道
路
上
の
さ
く
、
消
火
栓
、
郵

便
ポ
ス
ト
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
、
銅
像
、

記
念
碑
、
電
柱
・
街
灯
柱
へ
の
は
り
紙
・

は
り
札
・
広
告
旗
・
立
看
板
な
ど
で
す
。

■
手
数
料　

広
告
物
の
種
類
と
大
き
さ

で
手
数
料
は
決
ま
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
建
設
課
管
理
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
６
６
）

畑
地
か
ん
が
い
事
業
に
つ
い
て

■
給
水
栓
設
置
予
定
に
つ
い
て

　

曽
於
南
部
地
区
給
水
栓
設
置
予
定
区

域
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　

団
地
名
及
び
集
落
名

第
三
曽
於

南
部
地
区
縄
瀬
、
山
ノ
口
、
土
江
、
土

橋
、飯
野
、猜
ヶ
宇
都
、小
松
、

丸
岡
、
宮
塩
、
伊
﨑
田
中
野

曽
於
南

部
地
区
蓬
原
中
野
、
西
中
野
、
東
原

東
、頭
方
限
、中
方
限
、立
本
、

草
野
、
下
原
、
岩
瀬
戸

　

以
上
の
団
地
及
び
集
落
に
給
水
栓
を

設
置
す
る
予
定
で
す
が
、
工
事
開
始
は

10
月
～
11
月
頃
に
な
る
見
込
み
で
す
。

※
同
じ
集
落
内
で
も
、支
線
水
路（
水
系
）

が
違
う
場
合
で
は
、
年
度
が
異
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

■
畑
か
ん
実
証
ほ
場
の
展
示
に
つ
い
て

　

 

県
の
畑
か
ん
セ
ン
タ
ー
で
は
、
畑
か

ん
の
水
を
利
用
し
た
実
証
ほ
場
の
展
示

を
行
っ
て
お
り
、
本
市
内
で
は
松
山
町

５
、
志
布
志
町
３
、
有
明
町
４
の
計
12

か
所
が
展
示
ほ
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

作
物
は
サ
ツ
マ
イ
モ
＋
露
地
野
菜
の

輪
作
、メ
ロ
ン
、ニ
ン
ジ
ン
、カ
ボ
チ
ャ
、

飼
料
作
物
、
茶
な
ど
で
、
散
水
量
や
使

用
散
水
器
具
名
、
収
量
比
較
な
ど
を
記

載
し
た
看
板
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

 

展
示
ほ
場
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
次

の
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
曽
於
畑
地
か
ん
が
い
農
業
推
進
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
８
２
ー
２
５
４
７

●
市
役
所
農
政
課
畑
か
ん
推
進
室

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
３
１
）

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

あ
な
た
も
「
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
」

に
な
っ
て
、
子
ど
も
さ
ん
か
ら
た
く
さ

ん
の
元
気
を
も
ら
い
ま
せ
ん
か
？

　

志
布
志
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
は
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立

支
援
や
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
で
健
や

か
に
育
つ
た
め
に
、
地
域
の
豊
富
な
子

育
て
経
験
者
を
市
が
募
集
す
る
「
子
育

て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
、
今
年

度
も
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
い
て
、「
育
児
」
の
援
助

を
受
け
た
い
人
と
、「
育
児
」
の
援
助

を
行
い
た
い
人
が
会
員
と
な
り
、
会
員

間
で
助
け
合
う
も
の
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
応
募
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
今
回
は
特
に
、
松
山
地

区
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
受
講
者
を
希
望
し

て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

■
日
程　

10
月
31
日
（
金
）
か
ら
11
月

28
日
（
金
）
の
期
間
に
５
回
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
。（
講
師
の
都
合
で
曜
日

が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

■
内
容　
①
子
ど
も
の
心
と
身
体
の
発
達

②
子
ど
も
の
健
康
と
事
故
の
防
止

③
子
ど
も
の
社
会
性
と
生
活
習
慣　

④
子
ど
も
の
緊
急
時
の
対
策
と
応
急
措
置

⑤
乳
幼
児
の
食
事

■
場
所　

市
役
所
別
館
会
議
室（
予
定
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
７
２
ー
８
９
９
３

「
子
育
て
講
座
」を
開
催
し
ま
す

　
「
子
育
て
講
座
」
矢
野
大
和
先
生（
大

分
県
出
身
）の
お
話
を
聞
き
ま
せ
ん
か
？

　

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
、
子
育
て
の
お

話
を
た
っ
ぷ
り
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が

た
も
、　

ほ
お
ー
っ
と
肩
の
力
が
抜
け

て
、
ま
た
子
ど
も
さ
ん
を
見
る
目
も
変

わ
り
、
力
が
わ
い
て
く
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
子
育
て
に
興
味
の
あ
る
方
の
た
く

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

11
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
３
時
～
５
時

■
場
所　

市
文
化
会
館　

２
階
集
会
室

■
内
容　
「
現
代
子
育
て
事
情
」

■
対
象
者　

市
内
在
住
者
及
び
子
育
て

　
　
　
　
　

中
の
方

■
託
児　
１
階
和
室　

■
入
場
料　
無
料

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
志
布
志
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
７
２
ー
８
９
９
３

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
つ
い
て

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ

安
全
協
会
が
契
約
者
と
な
り
、
加
入
手

続
を
行
っ
た
５
人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア

の
社
会
教
育
関
係
団
体
の
構
成
員
を
被

保
険
者
と
し
て
、
東
京
海
上
日
動
火
災

保
険
を
幹
事
会
社
と
す
る
損
害
保
険
会

社
（
10
社
）
と
の
間
に
「
傷
害
保
険
」

及
び
「
賠
償
責
任
保
険
」
を
一
括
契
約

し
、
こ
れ
ら
保
険
の
他
に
協
会
で
運
営

す
る
「
共
済
見
舞
金
制
度
」
を
組
合
わ

せ
た
補
償
制
度
で
す
。

■
保
険
期
間

　

平
成
20
年
4
月
1
日
午
前
0
時
よ
り

平
成
21
年
3
月
31
日
午
後
12
時
ま
で
で

す
。
4
月
１
日
以
後
の
申
し
込
み
は
、
掛

け
金
を
振
り
込
ん
だ
日
の
翌
日
の
午
前

0
時
よ
り
有
効
で
す
が
、
終
期
は
前
記
と

同
様
3
月
31
日
午
後
12
時
ま
で
で
す
。

※
鹿
児
島
県
支
部
で
の
受
付
期
間
は
平

成
21
年
2
月
28
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
教
育
委
員
会　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
３
１
）

●
松
山
支
所　

松
山
教
育
分
室

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
６
１
）

●
本
庁　

有
明
教
育
分
室

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
６
１
）

配
送
車
及
び
厨
房
備
品
等
の

払
い
下
げ
に
つ
い
て

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
セ
ン

タ
ー
の
完
成
に
伴
い
、
志
布
志
、
有
明
両

セ
ン
タ
ー
で
使
用
し
て
い
た
、
配
送
車
及

び
厨
房
備
品
等
を
処
分
い
た
し
ま
す
。

　

処
分
の
方
法
や
期
日
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
市
報

「
し
ぶ
し
」の
11
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

志
布
志
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
７
４
ー
０
３
６
６
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昔
な
が
ら
の
「
い
も
飴
」

な
つ
か
し
い
、
た
ま
ら
な
い
「
あ
め

湯
」
の
に
お
い
、
子
ど
も
さ
ん
も
、

つ
い
引
き
寄
せ
ら
れ
る
美
味
し
さ
…

　

昔
な
が
ら
の
「
い

も
飴
」
の
作
り
方
、

体
験
で
す
。
一
緒

に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

11
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
～
17
時

■
場
所　

農
業
歴
史
資
料
館
・
伝
習
道
場

■
参
加
費　
２
０
０
０
円（
材
料
費
等
込
）

■
募
集
人
数　

20
人（
先
着
順
）

■
申
込
締
切　

10
月
30
日（
木
）

昔
な
が
ら
の「
豊ほ

ぜ祭
ん
甘
酒
」

　

昔
か
ら
秋
に
な
る
と
豊
作
を
よ

ろ
こ
び
、
感
謝
し
、
誰
に
で
も
焼

酎
や
ご
ち
そ
う
を
ふ
る
ま
う
「
豊

祭
」
が
あ
ち
こ
ち
の
地
域
で
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
主
役「
甘
酒
」

と
「
ま
ん
か
ん
飯
」
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

10
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　

９
時
～
14
時

■
場
所　

農
業
歴
史
資
料
館
・
体
験
館

■
募
集
人
数　

20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
締
切　

10
月
21
日（
火
）

※
い
ず
れ
の
体
験
も
か
っ
ぽ
う
着
・

　

タ
オ
ル
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

志
布
志
市
開
田
の
村
管
理
組
合

　

℡
４
７
１
ー
４
３
４
３

市 営 住 宅 空 き 家 情 報
　市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。
■住宅名　松山団地
　253 号室　単身者向け・特賃住宅　2DK　家賃 20,000 円
　（2階建ての 2階です）　　　　　※所得制限があります。
■問い合わせ・申込先
　市役所建設課管理係
　　　℡ 474-1111（内線 467）
　松山支所建設課管理係
　　　℡ 487-2111（内線 253）
　志布志支所建設課管理係
　℡ 472-1111（内線 401）

これからの志布志創年市民大学プログラム（予定）
No 日時 講義内容及び講師

12

10/29（水）
　18:50 ～

地域好学Ⅸ～創年から子どもたちへの架け橋～
「共生・協働のまちづくりを目指して」
　ＮＰＯ法人プロジェクト南からの潮流　
　　　　　　　　理事長　　田代　昌弘

13
11/12（水）
　18:20 ～

地域好学Ⅹ　私の大好きなふるさと
「しぶしのマップづくりに挑戦！」
　姶良地域アニメーター　長谷川きよみ

※途中入学大歓迎です！
※プログラムは諸事情により変更されることがあります。
■問い合せ先　市民大学事務局　℡ 472-3050

コスモス満開情報
　安楽地区ふるさとづくり委員会と野井倉南部保全協議会のコスモスが 10
月末から 11 月上旬に向けて見ごろを迎えます。ぜひ、志布志市の新しい秋
の風物詩をお楽しみください。
■場所　安楽上門地区（安楽地区ふるさとづくり委員会）
　　　　野井倉開田（野井倉南部保全協議会）
■問い合わせ先　市役所企画政策課地域政策係　℡ 474-1111（内線 256） 安楽ふるさと創生園のコスモス
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農
林
漁
業
に
使
用
す
る

軽
油
引
取
税
の
免
税
に
つ
い
て

　

軽
油
取
引
税
は
、
道
路
の
整
備
・
改
修

等
の
費
用
に
充
て
る
た
め
の
税
金
で
す
。

　

道
路
を
走
行
し
な
い
農
林
業
用
の
機
械

や
漁
船
で
の
使
用
等
に
つ
い
て
は
、
免
税

証
の
交
付
な
ど
の
手
続
き
を
受
け
た
場
合

に
限
り
、軽
油
取
引
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者　

農
業
・
林
業
・
漁
業
を
営
む
者

■
対
象
と
な
る
軽
油

●
次
の
機
械
の
動
力
源
に
供
す
る
軽
油

動
力
耕
う
ん
機
そ
の
他
の
耕
う
ん
整
地
用
機

械
、
栽
培
管
理
用
機
械
、
収
穫
調
整
用
機
械
、

食
物
繊
維
用
機
械
、
畜
産
用
機
械
、
製
材
機
、

集
材
機
、
積
込
機
、
可
搬
式
チ
ッ
プ
製
造
機

●
船
舶（
漁
船
）の
動
力
源
に
供
す
る
軽
油

■
免
税
手
続
き

①
あ
ら
か
じ
め
県
大
隅
地
域
振
興
局
に
申

請
し
て
「
免
税
軽
油
使
用
者
証
」
の
交
付
を

受
け
ま
す
。（「
免
税
軽
油
使
用
者
証
」は
２
年

以
内
の
有
効
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。）

②
そ
の
使
用
者
証
を
示
し
て
、
必
要
な
数

量
だ
け
「
免
税
証
」
の
交
付
を
受
け
ま
す
。

③
「
免
税
証
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
販
売

業
者
か
ら
「
免
税
証
」
と
引
き
換
え
に
、

免
税
軽
油
を
引
き
取
り
ま
す
。

④「
免
税
証
」に
よ
り
免
税
軽
油
を
引
き
取
っ

た
事
実
や
そ
の
数
量
な
ど
を
記
載
し
た
報
告

書
を
県
大
隅
地
域
振
興
局
に
提
出
し
ま
す
。

■
免
税
額　

税
率
は
軽
油
１
㍑
に
つ
き

　

32
・
１
円
で
す
。（
３
月
31
日
ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

大
隅
地
域
振
興
局
県
税
課
曽
於
総
務
分
室

　

℡
０
９
９
ー
４
８
２
ー
１
１
１
１

市
報
し
ぶ
し
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
！

○
企
業
な
ど
の
宣
伝
広
告

○
企
業
な
ど
の
求
人
広
告

○
臨
時
的
な
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

○
商
店
街
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど

■
広
告
の
掲
載
規
格

１
枠
当
た
り
縦
56
㍉
㍍
、
横
90
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
と
し
、
１
広
告
当
た
り
２
枠

を
限
度
と
し
ま
す
。
広
告
枠
数
は
毎
月

８
枠
以
内
と
し
ま
す
。

■
広
告
掲
載
料

１
枠
当
た
り
月
額
１
万
円
（
２
枠
の
場

合
は
２
万
円
）

■
広
告
掲
載
申
込
方
法

広
告
掲
載
申
請
書
に
広
告
案
を
添
付
し

て
掲
載
希
望
月
の
前
月
20
日
ま
で
に
本

庁
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
広

告
掲
載
申
請
書
は
本
庁
総
務
課
に
準
備

し
て
あ
る
ほ
か
志
布
志
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
市
報
の
公
共
性
、
公
益
性
及
び
中
立

性
を
保
つ
た
め
掲
載
を
お
断
り
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。（
内
容
を
審
査
の
上

掲
載
の
可
否
を
通
知
し
ま
す
。）

■
市
報
し
ぶ
し
概
要

　

毎
月
12
日
発
行
、
全
面
カ
ラ
ー
印
刷
、

　

発
行
部
数
１
万
４
４
０
０
部

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

松山団地



市役所本庁舎に売店ができました。切手や収入印紙等も販売しています。ご利用ください。（9:00 ～ 15:00 営業）閉庁日は休みです。

��　市報しぶし■ 2008.10

２００８　土木フェスティバル in かのや

　11 月 18 日は「土木の日」です。恒例の土木フェスタを
下記のとおり開催しま。当日は舞台発表や様々な体験コー
ナー等もあります。
　多数の方のご来場をお待ちしています。
■日時　11	月 8 日（土）10	時～ 15 時
■場所　鹿屋市霧島ケ丘公園
■内容　市町村コーナー、建設機械の展示・試乗、降雨体験等
 問い合わせ　土木の日イベント　実行委員会事務局
　　　（大隅河川国道事務所内）　℡ 0994-65-2541

美しい砂浜を守ろう！みんなのすずれヶ浜
海岸清掃ボランティア

　埋め立てられた中核国際港志布志。
　市街地近郊に残された唯一の砂浜「すずれヶ浜」。自然
を感じながら、海岸清掃に参加してみませんか？
　「アカウミガメが産卵に上陸する砂浜、沖合には珊瑚や
海藻類が生息する砂浜、崖面には何層もの地層が確認でき
る砂浜。そんな大切な財産を将来に引き継ぎたい。」
　この趣旨に賛同して参加していただけるボランティアを
大募集します！
■日時　10 月 19 日（日）午前 8時～ 10 時
■駐車場　植村組志布志港事務所前（当日は誘導員がいます）
■集合場所　すずれケ浜入口
※小雨でも決行します。ゴミ袋は主催者で用意しますが、
　軍手はご持参ください。
 問い合わせ先　ＮＰＯ法人三方良　℡ 472-0721（柳田）

鹿屋看護専門学校入学生募集

　鹿屋看護専門学校では、平成 21 年度入学生を募集して
います。
■募集人員　30 名（修業年数３年）
■受付期間　12 月 12 日（金）～平成 21 年１月 16 日（金）
■試験日　平成 21 年１月 25 日（日）
	問い合わせ先　鹿屋市立鹿屋看護専門学校
　 　　　　　　℡ 0994-44-6360

2008.10 ■市報しぶし　��

10 月は「土地月間」です
笑顔をつなごう　街づくり　未来へつなごう　土地活用

　適正な土地利用により、適正な生活環境や暮らしやすい
地域づくりを進めましょう。一定面積以上の大規模な土地
取引について届出制（事後）が設けられています。
■届出の必要な土地取引（売買・交換・代物弁済など）
　一定面積以上の土地取引について売買などの取引を行っ
た場合に届出が必要です。
　・都市計画区域　　　	 5,000㎡以上
　・都市計画区域以外		 10,000㎡以上
■届出方法
　契約（予約を含む）を締結した日から起算して 2週間
以内に土地の所在する役所の国土利用計画法担当窓口へ届
出てください。
 問い合わせ先　志布志市役所　建設課用地係
　　　　　　　　　　　　　　℡ 474-1111（内 466）

県立有明高等学校創立 60 周年記念招待野球大会

　県立有明高校では創立60周年を記念して下記のとおり、
招待野球大会を開催します。
■招待高校
　●西日本短期大学附属高校
　　（第 74 回全国高等学校野球選手権大会出場（優勝））
　　（第 86 回全国高等学校野球選手権大会出場）
　●県立鹿児島工業高校
　　（第 88 回全国高等学校野球選手権大会出場）
　　（第 80 回記念選抜高等学校野球大会出場）
■日時　10 月 18 日（土）　9:30 ～
　第一試合　有明高校　　　対　鹿児島工業高校
　第二試合　西日本短期大学附属高校
　　　　　　　　　　　　　対　鹿児島工業高校
　第三試合　有明高校　　　対
　　　　　　　　　　　西日本短期大学附属高校
■場所　有明高校野球部グラウンド
 問い合わせ先　県立有明高等学校　℡ 477-0547

秋季行政相談強調週間10月20日（月）～26日（日）
　～国の行政に関するご相談は、行政相談委員へ～

　行政相談委員は、主に国の仕事についての苦情や意見・
要望などの相談を受けて、中立・公正な立場からその処理
を図っています。
　志布志市では、次のとおり行政相談所を開設しますので、
年金、道路、登記、税金、労働などの問題でお困りの方は、
お気軽にご相談ください。相談は無料、秘密は守られます。
■日時　10 月 23 日（木）午前 10 時～午後３時
■場所　志布志支所５階会議室（西）
 問い合わせ先　総務省鹿児島行政評価事務所　℡099-223-1100
　　　　　　市役所総務課行政係　℡ 474-1111（内線 225）

　
　
　
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｏ

ｎ

国際ボランティア養成講座

　自分の技術や経験を生かして海外でボランティアをしてみ
たいという方を対象とした講座です。青年海外協力隊、シニ
ア海外ボランティアなどの体験談、個別カウンセリング、交
流会など。
■日時　10 月 25 日（土）～ 26 日（日）　1泊２日
■場所　カピックセンター
■対象　海外ボランティアに関心のある方（家族同伴も可）
■参加費　社会人	5,000 円　学生			2,500 円　
　　　　　（宿泊費、食費、交流会費を含む）
■応募方法　電話、ファックス、e-mail で、カピックセンター
　　　　　　まで（担当　酒井、月曜休館）
■申し込み期限　10 月 17 日（金）　■定員　20 人（先着順）
 問い合わせ先
　カピックセンター（アジア太平洋農村研修センター）
　℡ 0994-45-3288　Fax 0994-45-3258
　e-mail:kapic111@po3.synapse.ne.jp

平成 20 年度学校見学会（体験学習）のご案内

　県立鹿屋養護学校では、児童生徒とその保護者、学校の
教育に関心のある一般の方を対象に「小学部学校見学会、
中・高等部体験学習」をします。
■日時　11 月 6日（木）	　　　　9:00 ～ 12:00
　　　　	教育相談を希望の場合　13:20 ～ 14:20
■対象者
●幼児及び小・中学校に在籍している次のような児童生徒
　です。また、保護者や担任の先生、特別支援学校の教育
　に関心のある方も参加できます。
　・発達に遅れがあると思われる子ども
　・情緒が不安定であると感じられる子ども
　・人とのかかわり合いが少ないと感じられる子ども
　・言葉が遅れていると思われる子ども
　・身体の動きに不自由のある子ども　など
●小学部対象者は、授業参観（校内見学）、中・高等部対
　象者は学習参加となります。
●保護者のみの見学も受け付けます。小学部対象の児童は
　保護者と一緒に授業参観（校内見学）をしていただくこ
　とになります。
■申し込み締め切り　10 月 17 日（金）
 申し込み・問い合わせ先　県立鹿屋養護学校
　　　　　℡ 0994-44-5109　Fax 0994-44-5239

■基本料金だけの水道利用者の皆様へ　水道料金は、水道メーター器が取り付けてあるだけで、基本料金が発生し
ます。休止の手続きをされますと、水道料金は発生しませんので休止の手続きをお勧めします。又、休止されていた
水道を使用される場合は、1000 円で開始できますので便利な休止制度をご利用ください。

10月
11月

12日 大山病院（内科） ℡472-1400
  松下病院（内・外科・皮膚科） ℡472-1124
13日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  石神診療所（内科・皮膚科） ℡474-0107
19日 はまさき耳鼻咽喉科（耳鼻咽喉科） ℡473-3387
  びろうの樹整形外科（整形・内科） ℡471-6611
26日 東郷クリニック（産婦人科） ℡473-1035
  ひろた小児科（小児科） ℡471-6111
２日 井手小児科（小児科） ℡473-3211
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
３日 松下医院（内・外科、皮膚科） ℡472-1124
  山下クリニック（内・外科、整、脳、理） ℡487-9001
９日 手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
  みやしたひふ科（皮膚科） ℡478-0370
16日 山口内科（内科） ℡473-1188
  石神診療所（内科・皮膚科） ℡474-0107

10月・11月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

10月

11月

■松山地区　
10 月	 加世田建設	 	 ℡ 487-2057
11 月	 佐藤建設	 	 ℡ 487-2049
■志布志地区
10 月 14 日～ 10 月 20 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
10 月 21 日～ 10 月 27 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
10 月 28 日～ 11 月 ３ 日	 山本組	 ℡ 472-1101
11 月 ４ 日～ 11 月 10 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
11 月 11 日～ 11 月 17 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
11 月 18 日～ 11 月 24 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
■有明地区
10 月 12 日～ 10 月 18 日	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
10 月 19 日～ 10 月 25 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
10 月 26 日～ 11 月 １ 日	 西江建設	 ℡ 474-2113
11 月 ２ 日～ 11 月 ８ 日	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
11 月 ９ 日～ 11 月 15 日	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
11 月 16 日～ 11 月 22 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008

水道修繕当番店

■全席自由 3000 円（税込）
■会場　志布志市文化会館
■日時　平成 20年 11 月 16 日（日） 　開場 11:30
■問い合わせ先　市文化会館（℡472-3050）
　　主催 /NPO法人ごわす　後援 /志布志市

（生バンド）
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志布志市くらしのカレンダー
創年市民大学「現地視察！あいあいマップのまちづくり」 特定健診、がん検診（有明地区）（7:30～9:30受付）※1

育児学級（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）

特定健診、がん検診（有明地区）（7:30～9:30受付）※1

創年市民大学「地域好学Ⅸ～創年から子どもたちへの架け橋～」（33㌻参照）
心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

育児学級（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）

特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9:30受付）※1

特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9:30受付）※1

3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

志布志地区秋の芸術祭（18:00～ 28㌻参照）

志布志地区秋の芸術祭（9:00～ 28㌻参照）

29
掘り出し物市（10:00～ そおリサイクルセンター）
体育の日

30
特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9:30受付）※1

特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9:00受付）※1
母子手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）
1歳6か月児健康診査/麻疹風疹混合予防接種
　　　　　　（13:00～13:30受付健康ふれあいプラザ）

特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9:30受付）※1
2歳児・5歳児歯科健診（13:00～13:30受付 有明改善センター）

2歳児・5歳児歯科検診（13:00～13:15受付 やっちくふれあいセンター）

(日)

(月)

(土)

行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）

心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）
団塊世代講座（19:00～21:00 市文化会館）

(水)

(火)

文化の日

(木)

(金)

法律相談（13:00～15:00 本庁3F会議室）
心配ごと相談所（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
心配ごと相談所（10:00～15:00 市民センター有明）
女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）
母子手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

三種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

やっちく松山藩秋の陣まつり（前夜祭）（17㌻参照）

やっちく松山藩秋の陣まつり（本祭）（17㌻参照）

(土)

(日)

(月)

(火)

掘り出し物市（10:00～ そおリサイクルセンター）

両親学級（9:30～9:40受付 健康ふれあいプラザ） 

乳児健康診査/BCG予防接種（13：00～13：30受付 健康ふれあいプラザ）
心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
創年市民大学「地域好学Ⅹ　私の大好きなふるさと」（33㌻参照）

母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所福祉課窓口）

特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9:30受付）※1

第100回伊﨑田相撲記念大会
　　　　　　　（8:30～ 伊﨑田小学校庭相撲道場）

特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9:30受付）※1

特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9:30受付）※1

母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所福祉課窓口）

法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室）
心配ごと相談所（10:00～15:00 老人福祉センター松山）

心配ごと相談所（10:00～15:00 市民センター有明）
特設人権相談所（10:00～15:00 市民センター有明）

心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

(日)

特定健診、がん検診（有明地区）（7:30～9:30受付）※1

特定健診、がん検診（有明地区）（7:30～9:30受付）※1
育児学級（9:30～10:00受付 宇都鼻研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻研修センター）

合同行政相談（10:00～15:00 志布志支所5階会議室）

特定健診、がん検診（有明地区）（7:30～9:30受付）※1
5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
三種混合予防接種（13:30～14:00受付  アピア2階ホール）

特定健診、がん検診（有明地区）（7:30～9:30受付）※1

特定健診、がん検診（有明地区）（7:30～9:30受付）※1
ねんりんピックマラソン交流大会（13㌻参照）

日曜当番医は35ページに掲載しています

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

12

10/11

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26 年末調整等説明会（14:00～16:00 市文化会館）

特定健診、がん検診（有明地区）（7:30～9:30受付）※1

 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１ 場所時間の詳細は対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問合せください。
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(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

11/1
2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

(木)

(金)
14

31

ポリオ予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

編集・発行　志布志市役所総務課　〒 899-7492　鹿児島県志布志市有明町野井倉 1756 番地
℡	099-474-1111　Fax	099-474-2281　E-mail=info@city.shibushi.lg.jp　URL=http://www.city.shibushi.lg.jp

　
　
　

編
集
後
記

▼
市
報
し
ぶ
し
で
は
多
く
の
方
を
取
材
し
て

い
ま
す
が
、
ど
の
方
も
人
生
を
楽
し
ん
で
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
▼
私
た
ち
は
〝
幸

せ
〟
に
な
る
た
め
に
教
育
を
受
け
、
働
い
て

い
る
の
で
す
。
▼
そ
れ
な
の
に
何
と
な
く
不

幸
だ
と
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
は
ず

で
す
。
▼
今
月
号
で
「
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
」
の
結
果
を
掲
載
し
ま
し
た
。

▼
子
ど
も
の
頃
は
「
な
ん
で
勉
強
す
る
ん

だ
ろ
う
」
と
疑
問
に
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
の
方
が
「
も
う
少
し
勉
強
す
れ

ば
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
▼
し
か
し
、
そ
う
思
っ

て
勉
強
を
始
め
る
人
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
毎
日
、
一
文
字
ず
つ
で
も
漢
字
を
覚
え

れ
ば
１
年
間
に
は
３
６
５
文
字
は
覚
え
ら

れ
ま
す
。
▼
そ
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
で
も

成
長
で
き
れ
ば
〝
幸
せ
〟
に
な
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
▼
「
言
う
は
易
し
行
う
は

難
し
」
の
言
葉
も
あ
り
ま
す
が
・・・（
山
本
）

　

10
月
・
11
月
の
行
事
予
定

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　

毎
週
土
・
日
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　

10
月
26
日
（
９
時
～
12
時
）

戌
の
市
（
宝
満
寺
跡
）

　

10
月
13
日
、
25
日
、
11
月
6
日
、
18
日

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　

毎
月
第
１
、第
３
土
曜
日（
７
時
～
11
時
）

そ
ば
処
ち
ん
た
ら
庵（
山
重
芝
用
国
道
沿
）

　

毎
週
日
曜
日
（
11
時
～
14
時
）

漁
協
直
売
店
び
ろ
う
は
も
市（
し
ぶ
し
ア
ピ
ア
）

　

第
２
・
４
日
曜
日
（
10
時
～
16
時
）

【
市

報
し

ぶ
し

設
置

一
覧（

順
不

同
）】  市

役
所

本
庁・市

役
所

各
支

所・市
文

化
会

館
・図

書
館・公

民
館・ボ

ル
べ

リ
ア

ダ
グ

リ・蓬
の

郷・健
康

ふ
れ

あ
い

プ
ラ

ザ・蓬
原

郵
便

局
・

有
明

郵
便

局
・

鹿
児

島
銀

行
志

布
志

支
店

・
鹿

児
島

銀
行

有
明

出
張

所

・エ
プ

ロ
ン

ロ
ー

ド・ハ
ー

テ
ィ

ー
志

布
志

店・ニ
シ

ム
タ

志
布

志
店

・ホ
ー

ム
マ

ン
北

山・ス
ー

パ
ー

ぬ
き

ざ
こ

Nukk店・さ
ん

ふ
ら

わ
あ

待
合

室
・Ａ

コ
ー

プ
あ

お
ぞ

ら
店・ア

イ
シ

ョ
ッ

プ
JA有

明
西

部
店・あ

お
ぞ

ら
一

丁
目

・ア
イ

シ
ョ

ッ
プ

安
藤・ア

イ
シ

ョ
ッ

プ
伊

﨑
田・サ

ン
ポ

ー
ト

し
ぶ

し
ア

ピ
ア

・道
の

駅『
松

山（
村

留
ダ

チ
ョ

ウ
牧

場
）』・タ

イ
ヨ

ー
志

布
志

店・サ
ン

キ
ュ

ー
西

志
布

志
店・ア

イ
シ

ョ
ッ

プ
志

布
志

北
店・フ

ァ
ミ

リ
マ

ー
ト

志
布

志
見

帰
店


